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序

飯山市教育委員会

教育長 岩 崎 彌

飯山盆地 の中央 を悠々 と流れ る千曲川は、太古の時代 よ り多 くの恵み をわた

くしたちに与 えて くれてい ます。 とくに常盤地区上野 ・大倉崎丘陵や瑞穂 関沢

地 区周辺の千曲川河岸 には数 多 くの遺跡が存在 し、往 時よ り千 曲川 との密接な

関係が指摘 されています。

昭和63年 および平成元年 に実施 された国道117号 線小沼 ・湯滝バイパス建設に

一伴 う発掘調査では、旧石器時代～中世館跡 まで連綿 として生活が営まれた痕跡

が、瑞穂 ・常盤両地区で発見 されました。殊 に常盤上野遺跡では約12,000年 前

以上か ら500年 前までの大規模 な集落が断続的に営 まれたことが判 明いた しま

した。以降、平成2年 ・4年 に も調査が行 われ、それぞれ貴重な先人の生活跡

が発見 されました。上野地 区は まさに古代遺跡の宝庫 といえる場所 であ ります。

平成5年5月 、長野県飯 山建設事務所の計画 したチェー ン着脱場建設 に伴 い

事前の緊急調査 を実施す るこ とにな りました。調査にあたっては、高橋桂調査

団長 をはじめ地 元上野区の多大な御協力 をいただ きました。 また、多くの作業

員の方 に参加 ・ご協力いただ き実施す ることができま した。

ここに所期の 目的を達成す るこ とがで き、御協力いただいた皆様に感謝申し

上げ るとともに、本報告書が多 くの市民の皆様 に読 まれ、郷土 を知 る資料 とな

ることを念願 し序 といた します。

平成6年2月1日
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例 言
ときわ うえ のいいやま

本書は、長野県飯山市大字常盤3921-13番 地ほかに所在する上野遺跡の緊急発掘調査報告書である。

今回検出された遺跡は、旧石器 ・縄文 ・弥生 ・平安の各時代であるが、中心は弥生時代の木棺墓群と、

平安時代 の集落趾 である。

3調 査は国道117号 線バイパスチェ,___.ン着脱場建設工事 に伴 う発掘調査で、飯 山市教育 委員会 が平成5年

5月20日 か ら7月30日 まで実施 した。

4上 野遺跡は過去 に4回 の調査報告 がなされ ている(飯 山市教育委員会 『小 沼湯滝バ イパス関係遺跡発

掘調査報告1』1989・ 同II1990・ 同r上 野遺跡』1991・ 同 『上野遺跡IV』1994)の で、本報告 は上 野遺

跡Vと して報告 す る。

5発 掘調査 は以下に掲 げる組織 で実施 した。

飯山市遺跡調査会

顧

会

問

長

副 会 長

委 貝

事 務 局 長

事務局次長

事務 局 員

小山 邦武

福沢 裕文

滝沢:藤三郎

長谷川元一

高 橋 桂

田中 広司

中 村 敏

岩 崎 彌

月岡 久幸

今清水豊治

望月 静雄

市 長

市教育委員長(退任平成5年10月11日)

〃(就 任平成5年10月12日)

市社会教育委員会長

市文化財保護審議会会長

市議会総務文教委員長

市公民館長

市教育委員会教育長

市教育委員会教育次長

市教育委員会社会教育係長

市教育委員会社会教育係

地元関係者

常盤公民館長

上 野 区 長

同 副 区 長

道 路 委 員

用 水 委 員

上野の森の会

鈴木 昭悟

小林精一郎

中 原 信

中原 正司

小林 佑幸

中原 道雄 ・中原 信 ・富 岡 太重

長

任

員

団

主

査

査

査

団

調

調

調

高 橋 桂 飯山北高等学校教諭

常盤井智行(常 盤)

田村 視城(外 様)小 林 新治(飯 山)

桃井伊都子(上 倉)小 川ちか子(大 深)

望月 静雄 飯山市教育委員会事務局員



作業参加者(順 不同)

小出まさ子(上 野)鈴 木操 ・鈴木ため(大 倉崎)大 森信衛 ・竹内大五郎 ・北條辰 男 ・小林経雄 ・樋

山巌 ・石沢悦次 ・中島進(戸 狩)樋 口栄(温 井)鷲 野吉太郎(関 沢)吉 越まさの(大 塚)高 橋喜

・久治(下 水沢)岸 田昇(山 口)岸 田志づ子(藤 ノ木)大 日方泰夫(戸 隠)斉 藤和子(県 町)土

屋久栄(伍 位野)井 上弘之(下 木島)田 中桂(大 学生)高 橋茂喜 ・町井英明(高 校生)

整理参加者

小林みさを(柏 尾)小 林光子(小 境)

6本 書で使用された方位は真北であり、地区割 りは国土座標第8系 に準じている。

7本 書に掲載 した平安時代の土器 ・陶器のスクリーン トーンは、黒色処理および灰粕施粕部分 を表わす。

また断面黒塗 りは須恵器を、断面ア ミ目は灰粕陶器を示す。

8発 掘調査にあたっては県文化課小池幸夫 ・春 日雅博両氏にご指導を賜った。・記して感謝申し上げる。

9本 書の編集は常 盤井が主体 となり、望月が補佐し、高橋が統括した。文責は目次に記した。

10発 掘調査の図面 ・出土品は、市内大深の市埋蔵文化財センター(旧 三中寄宿舎)で 保管 している。
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第1章 調 査 経 過

1調 査 に至 る経過

平成3年12月 、一一般 国道117号 線小 沼 ・湯 滝バ イパ スが湯滝～大 倉崎 まで供用開始 した ことに伴 い、付

近 の交通事情 は大 き く様変 わ りした。特に 多雪地 である当地域 にはスキー場が 多 くあ り、そのため県外か

らも車 による多 くの入 り込みが ある。長野県飯 山建設事務所は こうしたこ とか ら常盤上 野地 区内にチ エー

ンの着 脱場 を建設す るこ とを計画 し、平成4年9月25日 、飯 山市役所建設課 を通 して市教委 に埋蔵文化財

の取扱いにつ いての照会があった。上野地区には、昭和63年 ・平成元年 と二年 に亘 るバイパス敷 設に際 し

て調査 を行 って きた大規模 な上 野遺跡が存在 してい る。今 回の予定地 は、旧石器時代 ・弥生時代 の遺構 が

発見 された隣 接地 にあたっていた。そのため 、予定地 の変更が難 しい以上 、事前 の発掘調査 の必要 があ る

と回答 した。 また、今年度着手で きないか と要望 を受 けたが 、積雪時期 に向か っているため無理 と判断 し、

次年度実施 したい 旨報告 した。

平成4年10月22日 、県文化課の小 池指導主事 に出席いただいて 、飯 山建 設事務所 ・市役所建 設課 ・市教

委で現地協議 を実施 した。その結果、遺跡 の中心地 と思われ、加 えて 旧石 器 ・縄文 ・弥生 ・古墳 ・平安 の

各時代 にわたる複合 遺跡のため全面調 査が必要 である との判 断 となった。ただ し、設計 図面が未完成のた

め明確 な工事面積は不明であ り、面積 が確定 した段階で正式に積算す るこ ととした。 また、発掘 地は用地

買収、墓地 ・倉庫移転、雑 木伐木が未 了であったため 、工事 主体者 の希望す る7月 末 までに発掘 調査完了

す るためには、面積が1800m2と すればおお よそ45日 間の発掘期 間が必要 となる旨の要望 も行 った。

11月4日 県教委 よ り 「国道117号 線環境 整備事業(チ ェー ン着脱場建設)に 係 る上野遺跡の保 護につ

いて」の通知 がある。飯 山建 設事務所の負担で、委託 された飯山市教育委員会が調査 を実施す る。計画及

び予算は設計が固 まった段階で飯 山市教育委員会 が作成す る、 とい う内容であ った。

平成5年4月10日 飯 山建設事務所長 よ り、法第57条 の3に よる埋蔵文化財 発掘通知が提 出され る。面

積 が確定 したので、1600m・ を調査対 象 とした積 算書 を作成 し飯 山建設事務所に提 出す る。

4月20日 飯 山市教育委員会教育長名 で、法第98条 の2に よる埋蔵文化財発掘調査 の通知 を提 出す る。

5月14日 飯 山建 設事務所長(青 木常 男)と 飯 山市長(小 山邦武)と の間で発掘調査契約書 を取 り交わ

す。5月20日 に発掘調査 を開始す る予定 とし、直 ちに準備 を行 った。

2調 査 経 過

A発 掘 調 査

この発掘調査対象地は、国道117号 線沿 いに新設 され るチェー ン着脱場 で、面積約1600m2を 平成5年5

月20日 か ら7月30日 まで約2箇 月余の発掘調査 であらた。

大地区割 につ いては、前回117号 線拡 幅部分 と工場団地取付道路部分 の発掘調査(1992)の ときに設定

した100m方 眼で50区 画の大地 区割 を用いた(図1)。

今回は、28・29区 と33・34区 内で調査 を行 なった。

また、大地区内の地 区割につ いても前回に従 い5m方 眼 とし、南か ら北へ1～20、 西か ら東へA～Tの

番号 を付 した(図5)。 従 って調査 日誌抄の中では、各 グ リッ トをA-1ま たは'T-20と い うふうに記 した。

調査方法は、原則 として表土剥 ぎ、精査、写真撮影、遺構掘 り、測量、遺物の取 り上 げの順で行なった

一1一
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の検 出は移植 ゴテで慎重 に行 なったが 、遺物は黒

色土の中間層か らの検 出が 多 く見 られた。黒色土

中の遺構掘 りこみ面の検 出にあたっては、適宜 土

層セ クション帯 を残すな ど土層観 察 を試み たが、

判明す るに至 らなかった。黒色土中の遺構検出に

つ いては前 回同様今後の検 討課題 の一つ である。

遺構 の掘 り下 げは移植 ゴテ を用い慎重 に掘 り下

げを実施 した。写真撮影は 白黒フ ィルム35ミ リと

カラース ライ ドフィルム35ミ リフ ィルムで適時撮

影 した。測量は、遺構全体 図は40分 の1平 板測量

図を作成 した。 また住居趾 ・木棺墓 な ど主要遺構

とともに、土器 ・礫群 の 出土遺物について も適時

に10分 の1ま たは20分 の1の 微細図 を作 成 した。

遺構番号は前回までの付番の次の番号 か ら通番

とした。遺構の略称 につ いては、土砿はSK、 掘

立柱建物はSBと し、竪穴住居趾 は古墳時代以降

であるため、前回にな らいH32住 の ように した。

竪 穴住居趾 を除 き時代別 に分けて いない1

遺物の取 り上 げは、遺構 出土のものは遺構毎に、

また、包含層の ものは各 グ リッ ト毎に取 り上 げた

が・石器 ・礫 ・縄文土器 につ いては1点 毎 に位置

と高さを測 って取 り上 げた。

上野遺跡の基本的な層序 は、上位か ら黒色腐植

土(表 土厚 さ約20cm)、 黒色土(厚 さ約30cm)、

さ約10cm)、

図1上 野遺跡大地区割1:10000

:茶褐色土(漸 移層厚 さ約10cm)、 黄色粘質土(ソ フ ト厚

黄褐 色粘質土(下 層に近づ くに従 い褐色味 と硬 さが増す ・厚 さ約25cm)、 黄褐 色粘質土(上

部 より黄味が強 く硬 い。 また、粘性 も強1く所々ブロ ック状 となってい る。厚 さ約5～10cm)で あ る。また、

溝状土砿 の深 さと黒色土層か ら弥生時代 の土器の出土 を考 える と、縄文時代以降の遺構切 りこみ面は黒色

土層 内にあるもの と思 われる。 ただ し遺構確認は漸移層最上部での確 認 となった。 また、石器 ・礫 の検 出

層位 は黄色粘質土の上部か ら漸移層にかけてであ る。

B調 査 日誌抄

平 成5年

4月15日(木)

5月10日(月)

5月14日(金)

5月17日(月)

5月18日(火)

5月19日(水)

飯山建設事務所 と現地協q。 発掘工程等を協議する。

コンテナハウスの設置場所 ・残土置場 ・残木処理等の検討。

上野区長を通 じ、地元関係者 との調整会議開催及び発掘作業員の募集開始。

調査区内の残木処理。コンテナハウス等の設置。

重機による表土除去。

調査区内の基準杭打ち等準備作業。発掘調査開始式準備。

一2一



5月20日(木)発 掘調査 開始式

開催。調査 区(28区 ・29区)の 北端

か ら発掘調査開始。弥生土器 を中心

に出土 し始め る。

5月21日(金)29区A-3で 溝

状土坊:2本 検 出。

5月25日(火)28・29区 のジ ョ

レンがけ精査 は、おおむね黄色土層

まで下が る。遺構判明 し始め る。33

・34区のジ ョレンがけ精査開始。T

-20(SK55)A-18(SK56)の

土器溜 り検 出。出土状態写真撮影後
遺 構 掘 り 下 げ遺物 回収

。29区A-1木 棺墓木 口痕

跡 あ り。供 献土器等上面 になし。33区S-20弥 生壼 略完形品出土。

5月26日(水)遺 構掘 り下げ。遺構は平面輪郭 が不 明瞭 なものの、木棺墓 らしい もの と、掘 立柱建物

の柱穴が 多い。

5月27日(木)遺 構掘 り下げ続行。木棺墓 が 多い。SK57(S一 一2)か ら弥生小型杯 、SK63(A-

19)か ら弥生壼 出土。常盤小6年 生33名 発掘体 験学 習(午 前 中)。

5月28日(金)28区 内の掘立柱建物は平安 時代 、西側 に廟 の柱穴あ り。遺構掘 り続行。野沢 温泉村遺

跡発掘調査団一行視察。

5月31日(月)北 端か ら20グ リッ トまで再 度 ジョレンがけ精査。S-3で 溝状 土砿1基 検 出。A・T

-20で 木棺 墓検 出。遺;構掘 り続行 。SK67壺 、SK57土 器 出土状態写 真撮 影。

6月3日(木)ジ ョレン精査 、遺構掘 り続行 。A-18東 端部 で礫群検 出。

6月7日(月)新 たに木棺墓数基検 出。

6月8日(火)ユ8グ リッ ト以南15グ リッ トまで、ジ ョレンがけ精査 と遺構掘 り。S・T-18～19内 の

柱穴は、南北棟 の掘立柱建物に思われる(SB12)。T一 一17内の円形 ピッ トは掘立柱建物 になる もよう。B
てん き

一14内 で銭貨 「天禧 通寳 」1枚 出土。県文化課小 池 ・春 日両氏視 察。

6月11日(金)A-18内 で 旧石

器彫器1点 出土。A・S-18内 で木

棺墓各1基 検出。平板に よる遺構全

体測量(A・T・Sの20グ リッ ト以

北)。常盤小郷土探検 クラブ(4～6

年生)10名 、発掘体験学習(放 課後)。

6月14日(月)B-12グ リッ ト
き ねい

内で銭 貨 「煕寧元寳 」1枚 出土。

6月16日(水)木 棺墓実測続行。

S・T-20内 で木棺墓4基 検 出。14

グ リッ ト以 南12グ リッ トまでジ ョレ

ンがけ精査 続行。

6月24日(木)B-12・11グ リ 写真撮影に向けて石器群の清掃
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ッ ト内 日石器調査、黒曜石2点 、彫

器1点 検 出。A-1・B-18礫 群実

測。平板 による遺構測量。

6月25日(金)掘 立柱建物(S

B12・13・14)完 掘写真。B-11・

12内 日石器調査地掘 り下げ完 了。写

真撮影 、礫群分布実測。

6月28日(月)以 上 で、調査予

定地東半分の調 査 を終 る。西半分の

表土除去開始(～29ま で)。

6月30日(水)地 区割 り杭打ち、

基準杭 打ち開始。28区 北端部か らジ

ョレンがけ精査開始。

7月1日(木)地 区割杭 、基準

杭設置完了。R-2・3内 溝状土拡

(SK112)検 出。

7月2日(金)Q-2・3内 溝

状土拡(SK113)検 出。

7月6日(火)R-19・20内 木

棺墓検 出。遺構掘 り下 げ開始。

7月8日(木)Q・R・S-18

～16グ リッ ト内で木棺墓数基検 出、

上面輪郭写真撮影、遺構掘 り下 げ。

木棺墓(SK125)か ら大型管玉2

点検 出。

7月9日(金)R-17内 掘立柱

建物検出(SB15・16)。S18～17内

土拡((SK123・124)の 土 器 出土

状態写真撮 影。

7月10日(土)遺 構掘下げ続行。

午後現地見学 会開催(常 盤公民館 と

共催)。

7月13日(火)33区S・T-13

～10ジ ョレンがけ精査。S・T-12

内平安時代 の方形竪穴住居跡の輪郭

を検 出。A-10内 で安 山岩剥 片検 出。

木棺墓実測。

7月15日(木)A-11内 礫群検

出。A-10内 溝状土砿検 出。

7月16日(金)14グ リッ ト以 南

!

発掘作業風景 白い札の所が土器出土地点

常盤小郷土探険 クラブ発掘体験

一4一
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の掘立柱建物(SB17)・ 住居趾 等の遺;構検 出状 態写真撮影。5-14内 で住居趾(H33)の 側 壁 ・貼床 の一

部 とカマ ド確 認。掩乱激 しい。

7月22日(木)平 板に よる遺構 全体実 測 、14グ リッ トか ら10グ リッ トまで。H33号 住居趾の輪郭確認。

大型住居 となる。溝状土拡1基H33号 住居趾 の北西 の隅 で検 出。

7月26日(月)S-15内 溝状土 拡検 出。 旧石器調査A・B-13～11内 。木棺墓 ・溝状 土砿 の遺構実測。

7月29日(木)A-11内 礫群 完掘 写真…撮影。平板に よる遺;構全体実測完了。午後5時 よ り発掘調査 終

了式を上野公民館に於 て行 な う。

7月30日(金)ピ ッ ト内遺物 、礫群 とり上げ完 了。 コンテナハ ウス引越 し準備 、杭 ぬ き等 残務 整理 を

行 ない現地調査は全部 終了 した。

発 掘 現;場 見 学 会
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第2章 遺跡の概要

1遺 跡の位置 と環境

A地 理的環境

うえ の いいやま ときわ そと わやなぎ

上野遺跡は、長野県飯山市大字常盤字外和柳ほかに所在している(図2)。
ち くま しな の たいら

長野市か らJR飯 山線で、千曲川沿いに下 り、飯山駅 を通過 して二つ目のところが信濃平駅で、この駅

の東側平坦部一帯が千曲川の氾濫堆積物によって形成された常盤平である。一面に水田が広が り、外様

平 と並びこの地方最大の穀倉地帯で、飯山盆地の中央に位置する。西側には遺跡群 ・古墳群 を有す る長峰
なべ くら せき

丘陵が南北に走 り、これ を越 えると外様平が開け、更に盆地 の西縁は鍋 倉山(1288.6m)等 比較 的低 い関
だ

田山地 とな り、越後 との国境で ある。 この山地には 「塩 の道」 と呼ばれる幾筋かの交易道がブナ ・雑木林

の中に存在す る。
け なし み くに

常盤平の東側 は千 曲川の悠久の流れ を擁 し、更に飯 山盆地東縁 にあたる毛無 山(1640.98m)等 三 国山脈

の山なみが甕 え、南は飯 山市街地、北は大深 の集落で画 され、この平の東端部 に千曲川に添 う形 で上野遺

跡の所在す る上野丘陵(こ の地方では、上野 の森 とも呼んでいる)が ある。

この丘陵 は、南北1.5km、 東西0.5kmの 細長 い残丘状 を呈 し、東側 は千曲川の浸触に よ り断崖 とな り、西

側 は、ゆるやか に傾斜 し常盤平 に広が り、上野 区の集落が点在 している。

この丘陵上 に広が る上野遺跡 は、大倉崎遺跡(縄 文時代)の 北側 にあた り、丘陵全体 が遺跡 と考 え られ

てい る。標高約332mの 小丘 陵には、ブナ ・ナラ等の大木が林立 、森 を形成 して低地には見 られない山ゆ

り ・リン ドウなどが植 生 している珍 らしい場所 といえる。 また、西斜面の所 々に湧水が認め られ、山菜や

ヤブ コウジの赤 い実が、住 む人の気持 を和 らげ るとともに、 自然の恵み を太古か ら人々に与えて くれた と

ころで もあ る。

平成4(1992)年 国道117号 線の開削によ り、緑 と遺跡が半減 す るなどその姿が大 き く変 りつつ あ るこ と

は、地域発展 の道路の こ ととはいえ、誠 に残念 と言 うほかはない。近 い将来に於て 、この上野 の森 の景観

保持 、植 生へ の影響調査、加 えて遺跡保存 など積極 的な対策 が待 たれる ところである。

B歴 史 的 環 境

この遺跡の所在す る上野丘陵周辺 には、数 多 くの遺跡が存在 している。分布 につ いては、必ず しも明確

に把握 して いる訳ではないが、以下明 らか なものにつ いて時代 別に述べてみ るこ とにす る(図3)。

(1)旧 石器時代
せきざわ たい しばやし

この地域 は 、 関 沢(14)、 太子林(15)な ど旧石器 時代 の遺跡が、飯 山地方では最 も多 く分布す るこ とが
ひやけ

認め られている ところである。特に昭和63年 調査の 日焼遺跡か らは、この時代 の良好な石器群が検 出され

てい る。

河岸段丘上 に分布 しているこ とか らして も千曲川 とあ密接な関係 をうかがい知 るこ とがで きる。
おおつか お さき

なお、西 の長峰丘陵上の大塚(31)、 尾崎南(38)も この時代の遺跡 である。

(2)縄 文時代

この時代 におけ る飯 山地方初期の遺跡は、北竜湖遺跡 で、上野遺跡東方約2.5km地 点に所在 し、草創期

・早期 に位置づ け られる表裏縄文土器が 出土 してい る。
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図2上 野 遺 跡 の 位 置.
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せ づき

前期の遺跡には、大倉崎(6)、 太子林(15)、 瀬:付(7)、 岡峰(24)な どがあ り、中期 では、蓮華文 な どを
うえ

特徴 とする北陸系の土器片が採集されている上 ノ原遺跡が挙げられる。
みやなか

また、後期 の遺跡 として重要なのは、宮中遺跡で、昭和55年 調査の際石棺墓23基 が検 出され ている。 な

お、飯 山盆地 西縁 の関 田山地東麓 には、 中 ・晩期 の柳沢A(41)、 をは じめ晩期 の遺跡が点在 して いる。

(3)弥 生時代
こいずみ

この地方において、長峰丘陵上 の諸遺跡(24～40)は この時代の遺跡 として著名 である。特に小泉遺跡

(35)か らは、過去3回 の発掘調査 の際弥生中 ・後期 の大集落跡や 、 中期 の木棺墓群 などが検 出されている。
てるおか

上野遺跡でも住居趾や土器片なども出土しているとともに、照丘遺跡(27)か らは中期の栗林式土器や木

製品等が出土している。

(4)古 墳時代
むこうみね

現在 、上野古墳(4)を は じめ 、向峰古墳群(16)・ 長峰丘陵上 の古墳群(27・28・32)が 確認 されている。

上野遺跡では北陸系の土器 を伴 った前期の竪穴住居趾 と方形周溝墓 が検 出 され ている。

(5)古 代 ・中世(奈 良時代以降)
や かぶ

飯 山地方においては、奈良時代 に比定で きる遺跡 は発見 されていない。平安 時代の遺跡は屋株(17)、 大

倉崎II(5)な どがあげ られ る。 また、関 田山地東麓 に柳 沢(44)を は じめ 多 くの遺跡が点在 してい るが、平

安 時代末か ら中世 にかけては判 然 としない部分が 多い。

ここ上野遺跡では、集落跡や墓趾 などが検出 されている。

城館跡 につ いては、対岸 の瑞穂地 区 と関 田山地東麓に 多 く点在 している。 その中にあって千 曲川にのぞ

む位 置にある大倉崎館跡 は注 目される ところである。

参考文献

飯山市教育委員会1986『 飯山の遺跡』

飯山市教育委貝会1990『 小沼湯滝バイパス関係遺跡発掘調査報告書II』

飯山市 ・飯 山市誌編纂委員会1991『 飯山市誌自然環境編』

飯山市教育委員会1994『 上野遺跡IV』

2上 野遺跡の概要 と過去の調査

上 野遺跡 は、常盤平の東端部 にあた り標 高約322m、 東西に約500m南 北に約1,500mの 上 野丘陵上 に

あって、丘陵全体 にその広 が りを見せて いる。

,千 曲川左岸 に接す るこの丘陵東側は比高10～15mの 段 丘崖 を有 し、西側 は緩やかに傾斜 し常 盤平(旧 氾

濫源)に 接 している。この緩斜面 にある畑地 の表面に遺物が散布 してい るこ とや 、丘頂に古墳 のあるこ と

は、古 くか ら知 られてお り、また、丘陵北端部 に雄 大な濠 を巡 らした 「お城跡」(大 倉崎館跡)の あること

もr村 史 ときわ』な どに紹 介され ている。古:墳は丘陵のほぼ 中央で1基 確認 されてい る。なお 、 平 成 元

(1989)年 の発掘調査によ り、複合遺跡であ るこ とが確認 された。

この遺跡 は、市内の遺跡 で も第一級 と目されていたが 、昭和63年 か ら平成3年 にかけての国道117号 線

(小沼 ・湯滝バ イパス)建 設工事 によって、東西 に分断 されて しまったのである。

以下、調査年次 を追いなが ら過去 の調査 について記す(図4。)

昭和63(1988)年 大倉崎館跡 の発掘調査 が実施 され、幅10m以 上深 さ5m以 上 の:雄大 な空壕 を有す る鎌

倉 ・室 町時代(14・15世 紀)の 館 であることを確認。出土遺物の中には輸入磁器 の食器類、越前 ・珠洲焼

の大甕 、瀬:戸 ・美濃系の香炉 、風炉 などや銭貨 もあ り、県 内で も貴重 な中世の館跡であることが判 明 し、

中世 史 を解 明す る上 で重要 な資料が得 られた。
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ロロ コ コロ 　 サロ の ロ 　 ノロ コ コ の ノ コ

図3周 辺 の 遺 跡 分 布 図(1:25,000)

一上 野2・ 上 野II3・ 大 倉 崎 館4 ・上 野 古 墳5・ 大 倉 崎II6.大 倉 崎7 .瀬 附8.尾 崎9.城 の 前10.千 苅.

走飼 館 ユ1・宮 中12・ 猿 飼 田13・ 飯 綱 堂 古 墳14 .関 沢15.太 子 林16.向 峰 古:墳群17 .屋株18.日 焼

9・南 原20・ 堺 ノ沢21・ 柏 尾 南 館22・ 上 ノ原23 .真 宗 寺24.岡 峰25.旧 照 里小 学 校26 .光 明寺 前

;7・照 丘28・ 照 里古:墳群29・30・:茶 臼 山古 墳31 ・大塚32.大 塚 古 墳群33.水 沢34 .下 水 沢35.小 泉

6・柳 町37・ 山崎38尾 崎 南39・ 東 長 峰4・ ・西 長 峰41・ 柳 沢A42・ 柳 沢B43 .鶴屋敷44.桜 沢45 .小境46.押 出

鴨
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平成元(1989)年 国道117号 線バ イパ ス路線約500m間 の発掘調査 を行 ない、全面か ら旧石 器か ら平安

までの各時代 にわたる遺構 ・遺物 が検 出され、複合遺跡 であるこ とが確 認 された。

〈遺構 ・遺物 の検 出概要 〉

旧石器時代 石器集 中地点5箇 所 ・玉髄製 品な ど。

縄文時代 溝状土拡 、深鉢 形土器な ど。

弥生時代 中・後期 の竪:穴式住居趾 、木棺墓群 、掘立柱建物 、甕 ・壺な ど。

古墳時代 前期 の竪穴式住居:吐・方形周溝墓(北 陸色の極め て強い土器 を伴 っていた)ほ か。

平安時代 住居趾 、土拡墓 、鍛 冶遺物な ど。

平成2(1990)年 この丘陵 のほぼ 中央 を東西 に横断す る市 道7-335号 線の拡幅改良 に伴 なう調 査がな さ

れ,旧 石器時代 のナイフ形石器 、石核 、弥生 時代の掘立柱建物や弥生式土器 、平安時代の竪穴式住居 ・土

師器な どが検 出された。

平成4(1992)年 戸狩工 業 団地 へ の取 付 道路 として 、市道7-334号 線の拡幅改良工事並びに国道117

号線バ イパ ス拡幅工事 のため の発掘調査が実施 され た。 ここにおいて も旧石器 ・縄文 ・弥生 ・平安 各時代

の遺構 ・遺物が検 出されてい る。

以上4回 の緊急発掘調査 がな され、更に本報告書分 を併せ て5回 の発掘調査 が行 なわれて いる。
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図4調 査 地 周 辺 の 地 形1:1,500
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図5調 査 地 全 体 図1:400

-13一



図6遺 構 実 測 図11:160
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図7遺 構 実 測 図21:160
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図8遺 構 実 測 図31:160
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図9遺 構 実 測 図41:160
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図10遺 構 実 測 図51160
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図11遺 構 実 測 図61:160
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第3章 旧石器時代

1層 序と遺物の出土状態

A層 序 と文化層

(1)過 去 におけ る土層調査

上 野遺跡が立地 す る丘は上野 ・大倉崎丘陵 と呼ばれ 、比較的新 しい年代に離水 した と考 え られて いる。

平成元年 の調査時に段 丘形成年代 につ いて調査 を実施 し、その成果が 明 らかに されているの で(早 津 ・小

島1990)、 それを引用 しなが ら触れてい くこ とにす る。

上野 ・大倉崎丘陵の高位 で ある館 跡地点での柱状 図によれば(図12A)、 下位か ら礫層(層 厚2m以 上)→

砂 とシル ト～粘土 の互層(約4.5m)、 褐色風化テフ ラ層(20～30cm)→ 黒色腐食土層(数10cm)と なって

いる。 そして、褐色風化 テフラ層内 よ り約2.2万 年前の姶良Tn火 山灰(AT)が 混交 した状態で産 出す る。

また、旧石器第4地 点 での層序 では(図12B)、 褐 色風化 火山灰層の下位 には乾裂 とみ られる不規則 な割れ

目がみ られ、AT層 は褐色風化 テフラ層の下部や その下位 の乾裂の割れめの間によ り多 く含 まれ る傾 向が

あ り、褐色風化テフラ層 の下 限にATの 降下が あった ことを示 してい る。

以上 のよ うな状況に よ り、第4地 点の離水時期は、水成堆積物 であるシル ト～粘土層の上 に堆積 される

乾陸成の褐色風化テフ ラ層 の下限の年代だ とい うこ とにな り、上野 ・大倉崎 丘陵が明確 に陸化 した時期が

ATの 降下直前 、すなわ ち約2.2～2,5万 年前 ころと推定 され るのである。

上野遺跡におけ る・旧石 器時代 の遺物 は、第4地 点の石器群 に代表 され る。玉髄製の掻器 が多量 に出土 し

図12土 層 柱 状 図
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図13遺 物 分 布 図1:400
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図14'6・7号 礫 群 分 布 図1:20
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これに尖頭器が伴 うもので、層位的には黒色土直下 の漸移層～褐 色風化 テフラ層最上部で出土 して いる。

つま り、AT降 下時期 よ りはるか に新 しい ことを示 して いる。1989年 度調査 におけ る旧石 器時代石器群 の

出土層位はテ フラ層最上部 ～漸移層であ った。なお、1992年 調査の文化層は漸移層 内を想定 したが、かな

り破壊 を受けていたので明確 に指摘で きない。

(2)今 回の調査区の層序

指標 的な層序は、6号 礫群 の調査 区端部において作成 した(図14)。 約30cmの 黒色土があ り、 その下位 に

層厚約8cmの テフラ層 と漸移層が ある。 また、褐色風化 テフラ層の下部につ いては調査で きなか ったが、

基本的には1992年 調 査の図12Cと 同様の層厚 と考 え られ る。遺物 は、褐 色風化 テフラ層上部 か ら漸移 層に

かけて出土 している.た だ し、礫群 はほぼ原位 置 を保 って出土 した と考 えられるが、他地 区石 器群 におい

ては弥生 ・平安期の遺構に よって撹乱 された場所 よりの出土 であった。 したがって、礫群 ・石 器群 すべ て

が同一文化層 として認定す ることはで きないが、6号 礫群 の層序 を観察す る限 りにお いて、褐 色風化 テフ

ラ層の最上部が文化層 と とらえ られそ うである。

B地 点分布

1989・1992年 の調査に よって、旧石器時代の石器群や礫群 を通 し番号 を付 してきてい る。石・器群 を中心

としたま とま つを第○地点、礫群 の まとま りを○号礫群 としている。今 回の調査 において もそれ を踏襲 し

て付番・してい る。

(1)6号 礫群(図13・14)

大地区割 りの28・29区 のT-1・A-1に 位 置する。東側が調査対象区域外 とな るため全体 であ るか不

明である。確認 した範囲 は100×160cmで あるが、その中心 は100×70cmの 小範 囲である。礫 は拳大の焼礫(ス

クリントー ンで示 した礫)が まば らに散在 してお り、総数16点 で構成 され る。礫 の接合 も2点 認あ られる。

出土層準は褐 色風化 テフラ層上部か ら漸移層にかけてであ り、レベ ル差 は約10cmあ る。

(2)7号 礫群(図13・14)

34A・B-18に 位置す る。拳 大 もし くはそれ よ りやや大 きな礫 が、径100cmの 範 囲 にま とまっている。

焼礫が大部分 を占めるが 、赤化 していない もの もある。 また、一部の焼礫 には黒い タ..一.ル状 の炭化物付着

が認め られ る。

遺物 は、やや 離れた地 区よ り頁岩製の彫器が出土 している。 また、礫群 を:構成す る中にス トー ン リタッ

チャー様の台石 が出土 している。

(3)8号 礫群(図15～18)

34A・B-11・12に 位置す る。500×400cmと 大 きな範囲 と推定 され るが、ほぼ中央 に道路敷設痕が あっ

て大 きく破壊 されている。現象的には東西 にそれぞれま とま りを見せ ているので別 の礫群 の可能性 もあ る

が、礫の;接合例 もあるので同一礫群 とした。なお、説 明す るにあたって、便宜的にB-11区 ・A-11区 ・

B-12区 とわけて行 な うこ ととす る。

A-11区(図16)拳 大の礫 が比較 的多 くまとまって 出土 してい る。密集す るのは100cmの 小 範囲で、

焼礫が 多い。 この部分 には珪岩製のエン ド・ス クレイパーや 黒曜石 製の削器が出土 している。 またこの部

分 より少 し離れて台石が 出土 している。

B-12区(図18)A-11・B-11区 よ りやや北 に離れて約10点 ほ どが ま とまる礫群 があ.るが・1+60cm

しか離れて いないので本礫群 に含めた。礫群 内及びその周辺 よ り黒曜石製の剥 片が 出土 してい る。

B-11区(図17)幼 児拳 大の小礫が まば らに散在 してお り、大半が赤化 している。礫群 に混 じって台

石 ・敲 石 ・磨石 な どが 出土 してい る。また、珪岩製 の彫器 も磨石 に近接 して出土 してい る。
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図158号 礫 群 分 布 図1:50
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図168号 礫 群(A-11)1:20
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図178号 礫 群(B-11)1:20
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図188号 礫 群(B-12)1:20
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2出 土 遺 物

今回の調査 によって出土 した旧石器時代 の遺物は総数約30点 である。弥生 ・平安 時代 等の遺構に よって

包含層が破壊 され ているため、2か 所 の礫群 出土地 点以 外単独 に近 い状況で 出土 してい る。以下 に、礫 群

出土遺物 と地 区単独 出土に分 けて説明 を加 える。

(1)第7号 礫群 出土石器(図19-1・ 図21-27)

彫器(図19-1)

1は 正面右 先端部 の右側 縁にフ ァシッ トが 入る彫器であ る。反対 の左側縁お よび裏 面には調 整加工 が施

されている。打面調整の施 された整 った刃器状剥片 を素 材 としている。

ス トーンリタッチャー・(図21-27)

線状痕や磨 り面が認め られ る台石であ る。ねずみの歯形様の傷 も多 く認め られ るためス トー ン リタッチ

ャ.__.とした。

(2)8号 礫 群 出土石器(図19・21)

彫器(図19-2)

やや湾曲 した刃器状剥 片 を素材 とし、左先端部か ら斜めに ファシッ トを入れ たもので、素材 に対 してほ

ぼ90度 の刃部 を形成 してい る。基部右側縁には微細 な加工が施 され る。黒色 の珪岩製であ る。

削器(図19-3)

破損 してい るので明確でないが、端部 に荒い調 整加工 されて いる。黒曜石製で、加 熱 を受 けたためかや

や 白く変質 している。

刃器状剥片(図19-4)

黒曜石製で、基部側約半分 を残す。正面は主要剥離面 とは180度 反対 の方向か らの剥離面 をとどめてお

り、両設打面に よる石核か ら作出 された もの と考 え られる。

掻器(図19-5)

珪岩製 の幅広 な縦長剥 片を素材 とした、全長7.9cmを 測 る中形か ら大形の掻 器であ る。基部 を除いてほ

ぼ全面に調整加工が施 されるが 、刃部 は先端部に急斜度 による加工 を施 して円弧状に仕上 げている。典型

的なエン ド ・スクレイパーで あるが、珪岩製は本遺跡 および飯 山地方で も初見であ る。

剥片 ・砕片(図19-6・7)

6は 黒曜石製で、基部側 を欠 く。正 面の端部に 自然面 を多 く残 している。

磨石 ・敲石(図21-25・26)

26は 拳大 の礫 の表裏 両面 を平坦 に磨 ってお り、また、一方 の端部が敲石 として も使 用 されたもの と思わ

れ、 あばた状 になってい る。25は 、手のひ らでようや く握 れる くらいの大 きさであ るが、両端部 に潰れ痕

が認め られ る。凝灰岩系統の石 で、礫群 中の礫石質 とは相違 している0

台石(図21-29・30)

29は 長方体 に近 い形態で、正 面側 に広い凹凸面が認め られ る。 あばた状 を呈 してお り、 自然面 とは明確

に相違す る。なお、裏面に もわずか に認め られる。30は 凹凸の認め られ る平石で、正 面側 には29例 の よう

に明確 ではないがあば た状の打痕が認め られる。

(3)各 地 区出土石器

ナ イフ形石器(図21-8～10)

3点 出土 している。8は 幅広 で不定形な剥 片を素材 とし、斜め に切 断 して尖頭状のナ イフ形石器 として

いる。基部側 には打面 をわずかに残す。9は 折損 したナイフ形石器 を再加工 したものである。正面左側 縁
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図19旧 石 器 時 代 の 遺 物12:3
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図20旧 石 器 時 代 の 遺 物22:3

先端部の破損部分の両端 に再加工 を施 してい る。10は 、横長剥 片 を素材 としている。雑 なブランデ ィング

で、ナイフ形石器 としてはやや違和感があ る。

削器(図19-11)

縦長剥 片の黒 曜石 を素 材 とし、微細 な加工 によ り刃部 を尖頭状 に仕 上げている。加 熱によ り白 く変色 し

ている。

尖頭器(図19-12)

中ほ どよ り先端部 を欠損す るが、半月状 を呈す る尖頭器 と考 え られ る。正面側にはやや急斜 な加工 を施

し、裏面側 は平坦な加工 を施 している。そのため横断面はか まぼ こに近 い形態 を取 る。

刃器(図19-13・14)

加工は認め られないが、微細 な小剥離痕 が明確 に認め られる刃器状剥 片 を刃器 として報告す る。13は 下

端部 を欠 く。基部側左側 縁に微細 な小剥 離痕が認め られ る。14も 右側 縁に多 くの微細 な小剥離痕 が認め ら

れ る。いずれ も使用痕 と推定 される。 ともに黒曜石製である。

剥片(図20-15～24)

15は 安 山岩製の縦長剥 片である。基部側 の正面一部に表皮 を残す。16～18は 黒曜石製の剥片で、それぞ

れ欠損 している。19・20は 赤褐色の珪岩で、類似 してい るが 同一母岩 ではない。21は 不定型な黒曜石 の剥

片であ る。表皮 を多 く残 している。22～24も 黒曜石製で、剥片及び砕 片であ る。
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図21旧 石 器 時 代 の 遺 物31:41:6
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表1旧 石 器 計 測 表(礫 製品は除外)

No. 器 種 名
計 測 破

損
0

石 質 備 考

(石器個体番号)長 さmm 幅mm 厚mm 重量9

1 彫 器 79 24 11 16.5 頁 岩 UN34B18礫 群4

2 彫 器 70 21 14 13.1 珪 岩 UN34B12礫 群17

3 削 器 14 27 5 3.3 0 黒 曜 石 UN34A11礫 群5

4 刃 器 30 35 12 11.6 0 黒 曜 石 UN34A11礫 群31

5 掻 器 79 48 14 60.9 珪 岩 UN34A11礫 群31

6 剥 片 55 36 31 25.2 黒 曜 石 UN34B12礫 群10

7 屑 片 12 10 5 0.6 0 黒'曜 石 UN34A12礫 群3

8 ナイフ形石器 41 15 10 5.1 黒 曜 石 UN33T13

9 ナイフ形石器 31 17 5 2.6 黒 曜 石 UN34B13

10 ナイフ形石器 35 20 8 5.1 黒 曜 石 UN33R19

11 削 器 48 25 7 5.6 0 黒 曜 石 UN33R19受 熱 白色化

12 尖 頭 器 59 34 15 22.2 0 頁 岩 UN33R17

13 削 器 30 17 7 4.2 0 黒 曜 石 UN34A14

14 刃 器 30 24 11 6.4 黒 曜 石 UN34C12P2

15 剥 片 109 32 14 42.1 安 山 岩 UN34A10

16 剥 片 26 22 4 4.0 黒 曜 石 UN33G19

1? 剥 片 17 27 5 2.5 黒 曜 石 UN34B12礫 群5

18 剥 片 14 31 4 1.4 黒 曜 石 UN33T19

19 剥 片 40 16 6 3.3 珪 岩 UN34C14

20 剥 片 43 19 7 4.6 珪 岩 UN33R20

21 剥 片 46 43 10 13.0 黒 曜 石 UN28S2

22 剥 片 52 22 6 4.3 黒 曜 石 UN34T10-1

23 剥 片 26 14 3 1.0 黒 曜 石 UN33R19

24 剥 片 25 10 3 0.5 黒 曜'石 UN34A12
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第4章 弥 生 時 代

1遺 構

弥生 時代の遺構には木棺墓 ・土拡墓 ・掘立柱建物趾 ・土器集中地点がある。木棺墓 ・土拡墓は調査地北

半部に集中してあり、掘立柱建物趾は南半部に散在的にある。

土器集中地点は明確な遺構 として検出できなかったが、黒色土中で遺物が集中していた所を土拡 として

付番 し報告する。

これらの遺構はいずれも.弥生

時代中期後半に属する

A木 棺墓 ・土拡墓

墓 と推定 され る長方形土 砿の

うち木棺木 口痕跡 をもつ もの を

木棺墓 、 もたないもの を土拡墓

とした。ただ し木 口痕 跡がな く

とも木棺墓 の可能性があ り、こ

の分類は便宜的で ある。

(1)分 布状況(図22)

木棺墓 ・土砿墓は29B-2区

か ら33R-17区 にかけて集中し、

墓群 を形成 して いる。墓群 は北

東一南西が約35m、 北西一南東

が約20mの 楕円形 を呈 し、面積

は約600m2で ある。

墓群 は南端で一部掘立柱建物

と接 しているものの、基本 的に

は竪 穴住居趾 等の住居域 とは重

複 していない。

墓趾は平成元年度調査 で検出

された もの をあわせ 、木棺墓60

基 、土拡墓5基 があるが、未調

査地や撹 乱 を考慮すれば100基

に近 い数か らな る墓群 と推定 さ

れる。

墓群 では木棺墓 ・土拡墓 とも

に切 り合 うことな く、計画的に

配置 されたか のよ うな状態で検

出されている。木棺墓 は主軸 を 図22弥 生時代遺構分布図1:500
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原則 として丘陵傾斜 に直交 ない し平行 して整然 と並 んで いる。SK73・74・100・65・97・99・102や 、SK

135・125・126・127・128・129な どはその好例 である。 これ らの ことか ら当墓群 は同一集団に よる計画的

な墓域 と理解 され よう。上野遺跡 では中期 か ら後期 にかけて住居趾や遺物が丘陵全域 で検 出 されているが

墓群 は今の ところ当墓群が唯一 である。他に も中期 の墓群 が あるのか どうか 、後期 の墓群 の位置 な どにつ

いては今後 の課題である。

当墓群 の中の分布 をよ り細か くみ る と、木棺墓 ・土拡墓の あ り方に粗密が あ り、墓 のない空間があ るこ

とがわか る。墓のない空間は33S・T-20区 、28T-2・29-2区 、,34A-18区 であ る。33S-17・18区

も掩 乱があ るものの墓 のない空間の可能性 があ る。 これ らの こ とを考慮す れば墓群 の中 をさらに細分す る

こ とがで きる。詳細な検討 は将来 の課題だが、平成 元年調査時に検出 されたSK12を 中心 とす る一群 、S

K68を 中心 とす る一群 、28S・T-1区 を中心 とす る一群 、29A-1・34A-20区 を中心 とす る一群 、S

K104を 中心 とす る一群 、33S・T-18・19を 中心 とす る一群 、33R-17～19区 を中心 とす る一一群 の7群

に分け られ ようか。

そして この7群 間には規模 ・構造 ・副葬品な どの点で隔差は ない。 これは当墓群 を形成 した集 団内が よ

り小単位 の集団に分け られ、その単位集団は比較 的等質 であったことが推定 され る。

(2)木 棺墓 ・土拡墓の規模 と構造(表2・ 図23)

規模 木棺墓 ・土:拡墓の規模 を示 したのが表2で ある。 この うち木棺墓 の長 さ ・幅につ いては木 口痕跡

のみの検出例 が多いので、長 さは木 口が置かれた と推定 され る木 口痕跡最深部の心 々距離 とし、幅 は垂直

に近 く掘 り込 まれた部分の上端幅 とした。

木棺墓の規模 は、長 さ50cmの 小 さい ものか ら205cmの ものまである。人間一人 を伸長位 で葬 る大 きさ と考

え られ よう。そ して、大 きいものは大 人用、小 さい ものは子供用 と考 え られ る。 しか し規模 の分 布 をみれ

ば、大型 と小型が明確 に分かれない(図23)。

土 拡墓の規模 は、長 さ130cmか ら210cmで 木棺墓 と同 じく人間一人分 の大 きさであ る。

構造(図24～27)木 棺墓は、残 りの良 い例でみ ると、墓 拡 と木 口痕跡が ある。墓拡 は木 口痕 を囲んで長

楕 円形 に掘 り込 まれている。掘 り込みは浅 く、土層観察 のできたSK71で も20cmで あ り、多 くは遺構検 出

面である漸移層上 面か ら10cm程 であ り、墓拡が検 出 されなか ったものが最 も多い。これ は塩 崎遺跡群検 出
　 　

例 な どが浅 くとも30cm以 上 あるこ とと比較す ると当遺跡例 は浅 い。木棺 を据 えた後 に土 まん じゅう様 に盛

土 をした可能性が高い。

木口痕跡 は長方形プランで、深 さは10～50cmを はか り、平均約30cmで ある。木 口板 は土層観察や 穴の形

状 か ら厚 さ約10cmと 推定 され

る(SK104・71・65・97・122

等参 照)。また土層観察や穴の

形状か ら、木 口板 は木 口板 を

置 く穴の内端側 に置 く例(SK

91・60・61・.65・97な ど)と 、

外端側 に置 く例(SK84・74・

103な ど)と 、一一方は内端 に一一

方は外端 に置 く例(SKIO4・

121な ど)が ある。

木棺 の板 の組み合 わせ は側

板 の痕跡 を検出 していないが、 図23木 棺墓規模分布図
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墓拡 との関係か ら考 えれば 、SK68例 では墓拡両端に木 口痕 があ り、SK71やSK65の 例 で も墓拡端 のす

ぐ内側に木 口痕 のある例が 多いので、いわゆ る 「H形 」 に組み合 っていた として も側板 の木 口板か らの突

出は少 ない と考 え られる。

また同____.墓において木 口痕跡の幅に10cm以 上 の差が あるもの(SK79・92・74・99)を み るといず れ も

丘陵高位側の木 口痕 の幅が広 い。頭位 を意識 したのであろうか。

(3)副 葬品 ・供 献品(図28・29)

土拡墓 ではSK57・63・123に 土器 の供献が認め られた(図29)。SK57は 小型の壺 の胴部以下 と、小 型 の

杯の2点 が 中央か ら出土 した。SK63は 完形品が押 しつぶ され た状態で拡底 中央か ら、拡底東端 か ら壺 の

底部片が出土 して いる。SK123は 拡底北端か ら略完形 に復 元で きる壺 の破 片が1個 体分 と壺 の口頸部 片が

出土 している。

木棺墓 は土器 の供献 と思われ る出土状態は な く、小 片が木 口痕跡な どか ら出土 して いる。

管玉は大 型品がSKi25(図28)一 か所 のみか ら出土 している。 出土位置か ら首飾 りと推定 され る。ただ

し管玉な どの ごく小 さい遺物は、慎重 に掘 り下げてい るものの見のが してい る可能性が充分 にあ り、 また

拡底が削平 されている例 も多 く、副葬が1か 所のみであった とはいえない。

(4)土 器集 中地点

黒色土 中で土器 が集 中 して出土 し、不 明瞭 なが らも土層変化が認め られた所 を、土拡番号 を付 して と り

上 げた。 これ らの土器集 中地点は木棺墓 ・土拡墓群 の周辺 にある。

SK5829A-2区 にある。調査地東壁 に接 し西半分 を検 出。1.5m×0.8mの 範囲の黒色土 中に土器 片

が集中 して いた。完形 に復元で きた土・器はないが、図示 し得 た土器 は多い。

SK7628S-1区 にある。2.Om×1.2mの 楕 円形で、土器小片が 多 く出土 して いる。

SK7528S-1区 にある。1.3m×1.2mの 範囲1ご土・器片が集 中していた。完形の小型鉢が 出土 している。

SK6728S-20区 にある。2m×1.8mの 不整 な形の範囲に土器 片が集中 していた。ほぼ完形に復 元さ

れた壷が 出土 してい る。

SK5528T-20区 にある。1.5m×1.5mの 隅丸方形の範 囲に土器片が集中 して いた。完形 に復 元で き

た土器 はない。

SK5634A-18区 にある。直径1.2mの 円形の範囲に土器 が集 中 していた。 出土層位 は黒色土が厚 い

地点 とい うこ ともあ って黄色粘質土層(地 山)よ り約20cm上 であった。

注 長野市教育委員会 『塩崎遺跡群IV』1986・3

B掘 立柱建物祉(図30)

掘立柱建物趾 は、SB11・12・13・14・15・16・17・18の8軒 検 出された。この うちSB11・12・17は 、

確認土層が上層部であ ることと、建物の形状 ・柱穴の大 きさ、周囲で検 出された遺物な どか ら、平安 時代

に位置づ けた。他については、柱穴の確認面が前3軒 よ り深 いこ と、検出 された遺物 ・遺構 の状態 などか

ら、弥生時代 に位置づ け をした。 ここでは弥生時代に位置付 け られる掘立柱建物 として、その形状 ・大 き

さか ら、二つ のタイプに分 け、5軒 を報告 す る。

第一は、1間 ×3間 の長方形状 を呈す る13号 と15号 の タイプである。大 きさもほぼ同大 である。

第二の タイプは、2間 ×2間 の正方形状 を呈す る、14・16・18号 のタイプである。 この3軒 の形状 も酷

似 して いる。18号 はやや小型である。

(1)13号 掘立柱建物趾(SB13)

33S・T-17区 にお いて検 出され る。梁行1間 ×桁行3間 ・250cm×500cmを 計 り、柱 間寸法 は、梁行 が
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250cm、 桁行は165～170cmで あ る。柱穴の深 さ(以 下深 さ とい う)は 確認面よ り20～30cmで 深 くない。方 向

は東西 に長 い。

(2)15号 掘立柱建物趾(SB15)

33R-17区 を中心 に位 置す る。大 きさ ・形状 は13号 と同 じで ある。1間 ×3間 ・250cm×495cmで 、柱 間

寸法は、桁行250cm、 梁行 は165～170cmで あ る。深 さは30～48cmを 計 る。方向は南北 に長 く、約15度 東 に傾

いて13号 とほぼ90度 ずれてい'る。

(3)14号 掘立柱建物趾(SB14)

34A-15・16区 に またがって位置す る2間 ×2間 の小型建物であ り、梁行260cm、 桁行270cmと ほぼ四角

形 を呈 している。深 さは35～60cmを 計 る。四辺 に間柱が あ り、南側 に位置す る間柱1本 のみが、両隅 を結

ぶ線 より約20cm外 側 に突出 している。 これは、両隅柱 にかか る桁 の外側 に、棟 までの通 し柱 を建 てた もの

と推測で きる。梁の太 さだけ間柱 の柱穴が外側 に突 出 してい る訳である。従 って、棟方 向は南北 と言 うこ

とにな る。建物方向は東に12度 傾 く。

(4)18号 掘立柱建物趾(SB18),

34A・B-10・11区 において検 出された小型建物 である。2間 ×2間 で 、梁行260cm、 桁行280cm、 深 さ

25cm～40cmを 計 る。四辺 に間柱が あ り、南側 の1本 が外側 に約20cm突 出す る。この形状は14号 と全 く類似

す るものである。棟 方向は南北方 向で、建物方 向は、約15度 西に傾 く。

(5)16号 掘立柱建物趾(SB16)

33R-17区 において15号(SB15)と 重なった形で検 出され た小型建物 である。2間 ×2問 で、 桁 行225

cm、梁行225cmと 四角形 を呈 し、深・さ30～50cmを 計 る。四辺 にあ る間柱の うち、南北の2本 が20cmほ ど外側

に突出する。棟方向は南北であ'り建物方向は約10度 東に傾 いている。15号 と16号 の柱穴の切 り合 い状態の

確認は、難 しく確かでない。

表2木 棺墓 ・土絋墓一覧表

木棺墓

番号 長 さ 幅1 幅2 墓 拡(長 さ×幅) 方 位 備 考

78 170 70 62 一 E1ｰS

79 172 80 60 一 E10ｰS

81 73 46 36 一 E4ｰS

82 72 62 60 一 E2ｰS

80 90 67 60 一 N6ｰE

86 77 56 一 一 N6ｰE

87 173 50 50 一 N24ｰW

84 124 65 64 一 N23ｰE

83 154 62 54
一 E30ｰS

85 154 62 60 125×94 N27ｰE

108 56 66 45 122×112 N32ｰW

105 170 80 76 一 E3ｰS

68 146 72 68 184×70 E3ｰS

88 140 67 64 一 N19ｰE

89 130 70 66 一 N13ｰE

90 175 65 65 一 N12ｰE

91 172 65 64 一 E21ｰS

60 104 68 52 176×100 E10ｰS

93 一
50

一 一 N33ｰW

62 130 66 72 168×76 E13ｰN

92 88 61 50 127×75 E26ｰS

94 86 50 45 120×82 E8ｰN
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104 170 72 70 一 N13ｰE

71 98 55 52 140×84 N3ｰE

70 50 39 37 95×55 N23ｰE

69 70 50 50 140×112 N23ｰE

107 70 52 46 一 N37ｰW

72 92 55 48 一 E6ｰS

106 80 62 56 一 N10ｰE

66 75 60 54 115×68 N44ｰW

61 100 76 70 50×94 N27ｰW

64 100 56 50 145×80 N15ｰE

98 100 60 54 一 E15ｰS

65 152 70 68 226×110 E10ｰS

73 160 72 72 260×110 E25ｰS ・

74 185 74 60 250×104 E16ｰS

100 103 52. 49 一 E21ｰS

97 75 56 44 一 E11ｰS

99 178 85 70
一 E10ｰS

101 185 85 76 一 N16ｰE

102 65 50 46 一 E5ｰS

103 205 80 76 250×110 E5ｰS

115 175 65 60 一 N54ｰE

117 154 62 56
一 N22ｰE

116 194 96 94 一 E10ｰN

118 173 66 63 一 E3ｰS

119 60 70 62 一 E2ｰS

120 115 60 53 一 E28ｰS

121 160 80 67
一 E34ｰS

133 170 75 70 一 N9ｰE

134 100 72 70 一 N5。E

125 158 62 50 一 E2ｰS 管玉出土

127 114 62 52 一 E3ｰS

129 175 goo 80 一 E4ｰN

135 175 80 80 一 E4ｰS

126 95 50 45 一 N2。W

128 65 40 42 一 N9ｰW

12 146 80 67 一 E38ｰS 平成元年検出
16 130 76 72 一 E45ｰS it

15 74 52 46 一 N26ｰE 〃

土拡墓

59
一 一 一 210×104 E25ｰS

57
一 一 一 236×116 E21ｰN 壷 ・鉢完形品出土

63
一 一 一 146×78 E35ｰS 壷完形品出土

123 } 一 一 170×90 N3ｰE 壼完形品、炭 出土

13 一 一 一 137×62 N38ｰW 平成元年検出
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図24木 棺 墓 実 測 図11:40`
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図25木 棺 墓 実 測 『図21:40
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図26木 棺 墓 実 測 図31:40
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図27木 棺 墓 実 測 図41:40
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図28木 棺 墓 実 測 図51:40
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図29土 拡 墓 実 測 図1:40
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図30掘 立 柱 建 物 趾1:80
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2遺 物

A土 器(図31～34)

(1)SK55出 土土器

壼 ・甕 な どがあるが完形に復元でい るものはない。

1は 壺の頸部 ～胴部 である。縄文 を地文 とし、太 いヘ ラ描沈線に よる3本 単位の平行 線文 と、1周10単

位 の重弧文 が施文 される。器壁外面はハ ケのちヘ ラ ミガキ、 内面は頸部 をナデ、胴 中位 まで細か いハ ケ、

下位 を粗 いハケで調 整す る。胎土 は細かい砂粒 を含み 、外面 は灰褐 色～黒色、内面 は暗褐 色～黒色 を呈す

る。

2は 壺の胴部で ある。縄文 を地文 とし、櫛 描に よる直線文 と重弧文が太いヘ ラ描沈線 により区画 され る。

胴上位残存3分 の1周 に直径O.5cmの 孔を1か 所確 認す る。器壁 の調整は外面がヘ ラ ミガキ、内面は磨 滅に よ,

り不明。細か い砂粒 を胎土に 多 く含み 、淡黄褐 色 を呈す る。

3・4は 甕 の口縁部～頸部 である。 口唇部に縄文がめ ぐり、頸部 に櫛 描羽状文 が施 される。内面はハケ。

共 に細かい砂粒 を含み3は 灰褐 色、4の 外面 は黒色、内面は灰褐色 を呈す る。 口径 は3が15.5cm、4が
'12

.1cm。

66は 甕 の胴部 片である。簾状文が縦位櫛描直線文に画せ られ、刺突文が なされ る。胎土は砂 を含み、内

面はハケ、黒色 を呈す る。

(2)SK57出 土土器

5は 口縁部 を欠 く小 型の壺 である。胴上位 にヘ ラ描沈線に よる4本 の平行線文、中位 にヘ ラ描重波状文

とさらにそこか ら派生 した と思 われ る島状の文様 に刺突文 を充填 す るものが見 られ る。調整は磨 滅はげ し

く定かではないが内面にハ ケ痕が確認 され る。細か い砂粒 を含む胎土 で色調 はやや灰色がか った赤褐 色。

底部径5.6cm。

6は 完形 の杯 である。外面 をハ ケか らヘ ラ ミガキ、内面 をヘ ラ ミガキで調整す る。細か い砂粒 を含み色

は灰黄褐 色。 口径g.5cm、 底部径4.7cm。

59は 壺 の胴部 片である。ヘ ラ描波状文が縄文 を区画す る。 内外面 ともにハ ケ調整で、砂粒 を含む胎土、

赤褐色 を呈する。

(3)SK58出 土土器

壼 ・甕 ・甑 ・鉢が 出土 して いる。

7・8は 壷 の胴部 ～底部で ある。7は ヘ ラ描直線文 が3本 平行にめ ぐり、内外面 ともにハケ調整だが 内

面の方が細かいハ ケ 目である。8は 櫛 描地文 にヘ ラ描 直線文 と 「水鳥足」文が施 され、その下方1か 所の

みに限 り山形刺突文 とヘ ラ描文が施 される。外面はていねいなヘ ラ ミガ キ、内面は細かいハ ケで7・8と

もに細か い砂粒 を含 み、灰褐 色 を呈す る。底部径は7が7.5cm、8は6・8cm。

9・10は 甕の上半部 である。 ともに 口唇部 に縄文がめ ぐり、9は 胴上位 に4本 単位 の櫛描文 を縦位横位

交互 に施 し、10は 縄文 を施文 し、それぞれ刺突文にて区画す る。9は 外面 をハ ケ、内面 をヘ ラ ミガキ、10

は内面 をて いねいなナデで整 える。9は 胎土 に細かい砂粒 を含み素地は淡茶色 だが表面は黒色。10は 雲母

を多・く含む胎土で色調 は淡褐色。9の 口径 は17.Ocm、10は11.Ocm。

11は 甑 の底部 である。直径1.6cm×1.2cmの 楕 円形の底部 孔は焼成後に穿 孔 され たもの。内面はハケ。外

面の色調 は淡褐 色で内面は暗褐色。底部径5.3cm。

12は 完形 に復元で きる鉢 である。 口唇部 を縄文がめ ぐり頸部 ～胴上位にかけ縄文の地文上 に太 いヘ ラ描
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沈線による直線文 ・重波状文 ・刺突文が配 される。.内外面 と底面はていねいにヘ ラ ミガキ され る。胎土は

細か い砂粒 を含 み淡黄灰色 を呈す る。胴下半 に黒斑 あ り。 口径13.6cm、 高 さ9.4cm、 底部径5.Ocm。

(4)SK63出 土土器

13は 完形に復 元で きる壺 である。太い頸部か ら短 く外反 して終わ る口縁部形態 をもつ。 口唇部 を縄文 が

め ぐり、頸部 ～胴下半 にかけ縄文の地文上 に刻 み文 を有す る隆帯 ・ヘ ラ描波状文 ・ゆ るやか な連 弧文 ・1

周5単 位 の島状文 ・刺突文がヘ ラ描直線にて区画 され る。頸部の相対す る2か 所には2孔 一対の 孔;を有す

る。外面 をヘ ラ ミガキ・、内面 をハケで整える。胎土 は細かい砂粒 を多 く含み、淡黄褐色 を呈す る。胴下半

に黒斑 あ り。やや いびつ であ り口径は12.5cm～13.7cm、 高 さは約19.8cm、 底部径7.5cm。

14は 壼の胴下半 ～底部 である。外面はヘ ラ ミガキされ るが内面は剥離 してお り定か でない。胎土 は砂粒

を含み 白灰褐 色 を呈す る,底 部 はヘ ラケズ リの調整で直径7.Ocm。

(5)SK67出 土土器

15は ほぼ完形に復 元 される壺 である。 口唇部 を縄文がめ ぐり、胴上半は縄文 の地文 と横位櫛描文がヘ ラ

描 直線 によ り画せ られ る文様 をもつ。外面はハ ケか らヘ ラ ミガキ、内面は 口頸部 をヘ ラ ミガキ、中～下半

部 をハケで整 える。胎土 は砂粒 を多 く含 み暗褐 色。 口径7.8cm、 高 さ19.7cm、 底部径5.6cm。

16は 甕の 口縁部 ～頸部 である。 口唇部 を縄文がめ ぐり、頸部 以下 は5本 単位 の櫛描文が縦位横位 交互 に

施 される。外面 口縁部 はナデ 、内面はヘ ラ ミガキ。胎土は砂粒 を含み、外面は黒色 で煤が付着 し、内面は

淡茶色 を呈す る。 口径16.8cm。

60(SK67)61(SK84)62(SK114)は 同一の壺 の胴部 片である。 逆 「J」 字形 の文様が見 られ る。胎土

は砂 を含み、灰褐 色。

63は 鉢の胴部 片である。 「口 」字 を重 ねた文様。内面はハ ケ調整で外面には煤が付着 する。砂 を含む胎

土で灰褐 色。

(6)SK71出 土土器

64は 壺の胴部 片である。櫛描直線文 と櫛描刺突文 が太いヘ ラ描直線にて区画 され る。胎土 は細か い砂 を

含 み、素地の色調 は灰褐色だが外表 面は暗灰褐 色。

(7)SK73出 土土器

17は 壺の頸部 ～胴上部 である。縄文 を地文 とし刻 み文 を有す る隆帯 ・ヘ ラ描波状文 ・連弧文 ・刺突文 が

ヘ ラ描直線にて区画され る。 内外面 ともにヘ ラ ミガキ。胎土は細かい砂粒 を含み、灰褐 色。

(8)SK75出 土土器

18は 口縁部 と胴 中部 を欠損す る壷 である。頸部 に刺突文がめ ぐる。外面下半位 にヘ ラ ミガキ痕 が見 られ

るがその他 の部位 は磨滅が著 しく定か ではない。細か い砂粒 を含み、赤榿 色。

19は 完形に復 元され る甑 で ある。外面ナデ、内面ハケか らナデの調整。胎土 は砂粒 を含 み色調 は外面が

灰褐色、内面は暗灰色0焼 成前に穿孔 された直径0.9cmの 孔 を底部 にもつ 。 口径12.7cm、 高 さ5,7cm、 底部

径6.Ocm。

20は 甕 の上半部 である。5本 単位の櫛 描文が縦位横位 交互 に施 され、刺突文がめ ぐる。外面 口縁部はナ

デ調整、内面はヘ ラ ミガキ。胎土 は砂粒 を含み 、黄褐 色～暗褐色。 口径17.Ocm。

21・22・23は 壺 の下部～底部 である。21・22は 外面 をヘ ラ ミガキされるが内面は磨滅 のため よ くわか ら

ない。23は 外面ハケの ちヘ ラ ミガキ、内面はヘ ラ ミガ キ。21・23は 細か い砂粒 を多 く含み、22は やや大粒

の砂粒 を含む。21は 赤榿 色、22は 灰 白色、23は 淡褐 色。底部径は21が8.Ocm、22は5.7cm、23は5.8cm。

65は 壷 の胴部片であ る。縄文地文がヘ ラ描直線にて区画 され る。細か い砂粒 を含み 、素地 は灰赤褐色 だ

が外表 面は黒 くくすむ。内面はハケ。
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(9)SK123出 土土器

24は 口縁部 を除いて復元 され る壺 である。胴上位か ら中位 にか け、ヘ ラ描平行 線文 と刺突文 が交互 に配

列 され る。外面はハ ケのちヘ ラ ミガキ、内面 はハケ、胎土は細か い砂粒 を含み、外面は黒褐色 、内面 は灰

褐色。

25は 壺の頸部 ～胴上部 である。頸部 は2本 のヘ ラ描平行 線文 、胴上部 は櫛描懸垂文がヘ ラ描沈線にて区画

され る周囲 を刺突文がめ ぐる。 その下位 は櫛描直線文がヘ ラ描沈線 にて区画 され る。調 整は磨滅 はげ し く

定か ではない。胎土は砂粒 を多 く含み、薄手 の成形で ある。黄褐色 で胴部 に黒斑 が見 られる。

67は 甕の胴部片である。5～6本 単位 の櫛描羽状文が施文 され る。細か い砂粒 を含 み、黄 白灰色。

⑩SK134出 土土器

26は 甕の上半部 であ る。 口唇部 を縄文 がめ ぐり5本 単位 の櫛描羽状文が施 され る。内外面 ともハケ。細

かい砂粒 を含み暗褐 色で、外表面 には煤 が付着す る。

働 そ の 他

27～32は 壺の上半部 または口縁部～頸部 であ る。27・28・30・31は それぞれ 口唇部 に縄文がめ ぐり、頸

部には刺突文(27)、 隆帯に縄文(28)ま たは刻 み文(30)、 ヘ ラ描平行 線文(31)が それぞれ施文 され る。27の

胴上位 は縄文地文に刺突文 がめ ぐる部分 と縄文 のみの部分 とが太いヘ ラ描沈線に よ り交互平行 した帯状 に

区画 される もので ある。29は 受 け口状に立 ち上 が る口縁 に縄文 を施文 し、2個 一対の楕 円形 山形突起 を付

けた もの。27・28・30は 外面ヘ ラ ミガキ、内面ヘ ラ ミガキもし くは横 ナデ。31は 外面ハ ケ。29・32は 磨滅

はげ し く定か ではない。27～32す べて胎土に細かい砂粒 を含み、27は 暗灰褐 色で 口径11.8cm、28は 暗赤褐

色で 口径11.7cm、29は 黄榿 色で 口径11.Ocm、30・31は 黄褐 色で 口径 ともに8.1cm、32は 黄榿 色で 口径9.9cm。

33～39は 壺 の頸部～胴上半部 である。33は 頸部 に刺突文がめ ぐる。43・35は ヘ ラ描平行線文が頸部 をめ

ぐり、34は さらに縄文 と縦位 の刺突文が縦位ヘ ラ描直線 にて区画 されている。36・37は 縄文地文 にヘ ラ描

による刺突文 ・波状文 ・平行 線文 ・重弧文が組み合 わされた ものである。36の 重弧文 の頂点計6か 所には

円形浮文が付 け られ る。38は 縄文部分 と無文部分 とが太 いヘ ラ描沈線によ り交互帯状 または 「口」字形に

区画 され るもの。39は 縄文地文 にヘ ラ描に よる複合鋸歯文が施文 され るもので あ る。調整 は全体 に外面ヘ

ラ ミガキが大半 を占め 内面はハ ケ ・ナデが大半 を占め る。33～39す べ て胎土に砂粒 を含み 、33・34は 黄灰

色 、35は 暗褐 色、36は 淡黄色、37は 暗褐 色、38は 赤褐色 、39は 素地 が灰褐色で外表面 は黒色 を呈す る。

40～49・51は 完形 に復元 され る甕 ならびに甕 の上半部であ る。42は 口唇部に刻 み文 をもち、48は 無文 で

あるが その他 は縄文が施文 され る。40は 波状 口縁 をもち上半位 に縄文 を施文す る。41・45～48・51は 上 半

位 に櫛 描羽 状文が施 され,る。41・45に は さらに中位 に刺突文がめ ぐる。43・44・49は 上半位 を櫛 描に よる

縦位 ・横位 の直線文 あるいは波状文 の組み合 わせ で施文す る。44に はさ らに櫛 に よる刺突文が、49は ヘ ラ

状具 による山形文がめ ぐる。40の 外面はハ ケのちヘ ラ ミガキ、内面はハ ケか らナデ。41～51は 磨 滅で調i整

のわか らな いもの もあるが内外面 ともハケお よびヘ ラ ミガキにて調 整され るものが多い。 それぞれ胎土 に

は砂粒 を含み、40は 暗灰褐 色～黒色 で口径14.8cm、 高 さ19.2cm、 底部径 は6.3cm。41は 外面は黄褐 色、内面

は白灰褐 色、42は 淡褐 色、43は 褐色 ～黒褐 色、44は 黒色で43・44と もに外表面に煤が付着す る。45は 灰茶

色 、46は 灰褐 色、47は 灰黒色～黒色 、48は 灰褐 色～黒褐 色、49は 黄褐色 、51は 暗褐色。 口径 はそれぞれ41

カ'28.6cm、42は26.8cm、43は18.Ocm、44は14.4cm、45は18.Ocm、46は19.Ocm、47は16.2cm、48は15.3cm、

'49は10
.8cm、51は19.6cm。

50は ヘ ラ描平行線文が胴上位 に施 され る壺 頸部 で、赤褐 色 を呈 し、口径9.8cm。

'S2 ～55は 壺 ない し甕の胴下半 ～底部であ る。それぞれ内外面 ともハ ケか らヘ ラ ミガキで調 整す る。すべ

て砂粒 を含む胎土 だが55は やや大粒の砂 を含む。52・54は 素地 は灰褐色だが外表面は黒 くくすむ。53・55
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は内外面 とも黒ずんでい る。底部径 は52・53が7.Ocm、54は7.2cm、55は5.6cm。

56は 甑 の底部であ る。直径0.9cmの 円形の底部 孔は焼成前 に穿孔 されたもの。内外面 ともにヘ ラ ミガキ。

胎土は細か い砂粒 を含み、赤褐 色～黒色。底部径 は6.Ocm。

57・58は 下位お よび底部 を欠損す る片 口鉢 であ る。外面はナデ あるいはヘ ラ ミガキ、内面はハ ケか らナ

デ。 ともに砂粒 を含む胎土で57は 外面が淡褐 色で内面は黒色。ら8は全体 に暗灰褐色。 口径は57が12.8cm、

58622.4cmo

68～71は 壺 の頸部片であ る。68～70は 隆帯に刻 み文 ない し縄文が施文 される。71は刺突文のほか直径0.3

cmの 孔 を2孔 もつ。ヘ ラ ミガキあ るいはナデ調整が大半 と思 われる。 ともに胎土 に砂粒 を含み、68は 黄褐

色 、69・70は 淡褐色、71は 素地が淡褐色 だが外表面は黒 くくす む。

72～88は 壺 の胴部片で ある。72・73な らびに76～78は それぞれ同一個体 片 と思 われ る。72・73は 細 いヘ

ラ描平行線文 が施文 され 、74～79は 縄文地文上にヘ ラ描による重 山形文 ・平行線文 ・刺突文 ・重弧文 がそ

れぞれ組み合 わ され施文 され る。80～82は 太 いヘ ラ描平行線文 ・櫛 描直線文 ・櫛 またはヘ ラ状具 に よる刺

突文 が組み合 わ され、施文 され るものである。83は 櫛 描直線文 ・刺突文 を充填す るヘ ラ描 「三角」形文が

認め られ る。84は ヘ ラ描 による 「口」字形文 に刺突文 を充墳す る。85～88は ヘ ラ描重弧文に縄文 ない し刺

突文 が組み合わ される もの、87に は楕 円形 突起が ある。調 整は外面にヘ ラ ミガキ痕の見 られるものが 多く、

内面にはハ ケない しナデ痕が見 られ る。それぞれ胎土に細かい砂粒 を含み、72・73は 外面が黒灰 色で内面

は灰褐色 、74～78は 灰褐色 、79は 素地は赤榿色だが外表面は赤褐色、80は 素地が淡赤褐 色で外表 面は暗灰

褐 色。81は 外面が黒色 で内面 は灰黒色。82～86は 灰黄褐 色～灰赤褐 色。87・88は 外面は黒色 を呈す るが 内

面は灰黄褐色。

89～96は 甕の 口縁部 片および胴部片であ る。89の 口唇 部は縄文が 、90・91の口唇部には指頭押捺文が施文

され る。それぞれの頸部 ないし胴部には櫛描 による重 山形文 ・直線文 ・波状文 ・羽状文 ・簾状文 が見 られ る。

92・94に は刺突文が施 される。 内面 をそれぞれハ ケない しナデ で調整す る。すべ て砂粒 を含み 、89～92は

灰褐 色～黒色 を呈 し、煤 の付着が見 られ る。93・94は 内外面 ともに赤褐 色、95は 灰黄色、96は 灰褐色。

⑫ 小 結

以上の土器 は弥生時代 中期栗林式に属す る もので、栗林式 で も古い段 階である。特 に39な どは古い もの

で あろう。出土土器につ いては今後詳細 な検討が必要である。

B石 製 品

SK125よ り緑 色 凝 灰 岩 製 の 管 玉 が2点 出 土 し て い る。 と も に 弥 生 時 代 の もの と し て は 大 型 で あ る 。`

1は 断 面 形 が 円 形 で な く磨 痕 が 多 面 形 に 残 っ て い る 。 直 径0.6cm、 長 さ2.9cm、 重 さ2.29。

2の 磨 痕 は1ほ ど顕 著 で は な く断 面 形 は 円 形 に近 い 。 直 径0.65cm、 長 さ2.1cm、 重 さ1.7g。
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図31弥 生 時代 の 土 器11:4
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"32弥 生 時 代 の 土 器21:4
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図33弥 生 時 代 の 土 器31:41:3
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図34弥 生 時代 の 土 器41:3管 玉1:2
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第5章 平 安 時 代

1遺 構

A竪 穴住居吐

平安時代の竪穴住居趾 は2棟 検 出されてい る。2棟 は調査地の南部で方 向 を同 じくして並 んでい る(図

35)o北 の1棟(H33号 住居趾)は 一辺約5mを はか り上野遺跡では大 型の部類 に入 る。南の1棟(H32号

住居趾)は 約4m×3.4mの 小型住居で上 野遺跡 では普通の ものであ る。両住居趾 の間隔は約8mで 、間

に大型掘立柱建物趾SB17が ある。 この掘立柱建物 と竪穴住 居は軒が近接 してお り同時存在 は考 え られな

い。掘立柱建物 出土 土器が ご く少

な く土器 での年代比較 はむずか し

い。両者 の前後関係については今

後の課題 である。

(1)H32号 住居趾(図36)

33S・T一 一12区 にあ る。方位 は

ほぼ南北 である。南北3.4m× 東

西約4.2mの 長方形 プランだが、北

辺 と東辺 はやや 中央がふ くらむ。

また東南隅 は 「L」 字形 に内に入

り込む。床面積 は約14m2、 約8畳

分 となる。壁の立ちあが りは垂直

ではない。住居内には柱穴 に比定

で きるピッ トP8・P9・P10な ど

があるが、主柱 穴 とす るには根 拠

が弱 い。

P1～P4は 浅 いレンズ状の ピ

ッ トで ある、P1～P3は 焼土 を

多 く含み、完形に近 い杯 を含む遺

物が 多 く出土 している。

カマ ドは北辺西端に構 築 されて

いる。特色 は石 で囲んだ両側 に黄

色粘 質土 を置いて壁体 としている

ことで、上野遺跡では初め ての例

だ。石 は西壁 に1個 、東壁 に3個

が立て られ 、中央に支柱 を立てて

い る。石の用 い方は これ までの例

に等 しい。 なお もともとはよ り多

くの石が使 われていた もの と思わ 図35平 安時代遺構分布図1:500
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れる。 カマ ドの内法 は幅約50cmで 、支柱の前の床 はよ く焼けて いた。 カマ ド内には完形 に近 く復元で きた

個体 はない ものの土 師器i甕や須 恵器甕が大破片で多 く出土 して いる。,

住居趾の埋 土は 自然堆積 の状態で 、遺物はカマ ドのある北側 を中心に少量 出土 して いる。

(2)H33号 住居趾(図37・38)

33S・T-14・15区 にある。方位 はほぼ南北である。住居内お よび西辺 は大 きく掩 乱 されてい る。東西

4.9m× 南北5.3mの 略方形 プランであ り、床 面積 は約26mz、 畳約15畳 分 とな り上 野 遺 跡 では 最 も大型 で

あ る。

主柱穴 は壁に接 してお り、配置 に特色があ る。南辺はP1・P4の2か 所 でP1・P4と も2個 の穴が

あ る。東辺はP3・P5・P16で 、P3は2個 の穴が ある。西辺は東辺 に対応 してお り、P2・P9・P

8でP2が2個 の穴がある。北辺 はP71か 所 のみ である。 これ らの柱穴 は直径約30cm、 深 さ60cm以 上 で

他の住居趾例 に比べ大 き くしっか りして いる。

南辺 のP1・P2の 間にあるP10・P11は あ るいは入 口等の施 設か。

カマ ドは検 出されなか ったが、南東隅に焼土が集 中 し、カマ ドに使用 され た と考 え られる焼 けた角石が

出土 しているので、南 東隅 に石 で構築 されていた もの と考 えられ る。

P17～P19は 浅い レンズ状 の ピッ トで、P17か らは完形 ない しそれに近 く復元で きた杯が並べ て置かれ

た ような状態 で出土 してお り、土器片の出土 もここに集 中している。住居廃棄時の祭祀 ピッ トで あろう。

住居趾埋土 内か らは撹乱 もあってほ とん ど遺物 は出土 していない。

B掘 立柱建物吐(図39・40)

平安 時代 の掘立柱建物吐 は、SB11・12・17の3軒 が検出 されている。掘立柱建物 としては大規模 な も

のであ り、柱穴 も深 くしっか りしている。特にSB11とSB12は 、桁行方向が同一 で一 線上 に並 び、約10

mの 間隔で隣接 してお り、同時期の建物 としてその関連 を考 えたい。

11号 掘立柱建物趾(SB11)

28ST-1・2・3区 にお いて検 出された。柱穴 ピッ ト状 況か ら建て直 しをした と推測 され る。P1～

P5、P6～P10の 列 は建物本体の柱穴であ り、P11～P15の 列 は廟 と考 え られ る。本体 のみの建物 をS

Blla・ 庇 の柱穴 と対応す る建物 をSBllbと した。P10を 軸 に して約8度 建物がずれている。 同規模 の

建物 を建 てるのに、同 じ柱穴 を使 わずに掘 り直 しをしてい るとい うことになるが、時間的に前後 している

もの と考 え られ よう。

SBlla2間 ×4間 の建物で、梁行500cmで 南側 中間に間柱1本 が入っている。桁行 は800cmで 間柱

間隔は180cm～200cmで ある。深 さ30cm～70cmを 計 る。遺物 の出土は小 片が少量で、図示 で きたの はP1出

土品1点 のみであ る。

SBllb2問 ×4間 の建物 に廟 のついた建物 と考 え られる。廟(P11～P15)は 西側 に170cm出 てい

る。間隔は210cmで 、深 さ30～60cmを 計る。P13を 中心 に左右に振 り分け、本体建物 よ り桁 行が長い。

12号 掘立柱建物趾(SB12)

33S・T-18区 を中心に検 出された。梁行2間 ×桁行3間 、450cm×720cmの 建物 である。間柱が入 るが、

西側 は掩乱に よって検 出され なかった。深 さ10cm～50cmを 計 る。 ピッ ト内か らは土器の小 片が僅 かに検 出

された。 ・

17号掘立柱建物趾(SB17)

33S・T-13区 で検 出された。調査 区外にかか るため 、全体 につ いては不 明である。廟 と推測 される柱

穴が東側に検 出 されて いる。P1～P6間 隔は240cm、P1～P3間 隔は290cm、 深 さ50～70cmを 計 る。廟
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図36H32号 住 居 趾1:40
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か まど1:30



図37H33号 住 居 吐11:40
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図38H33号 住 居 趾21:40か ま ど1:30
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図39掘 立 柱 建 物 趾SB111:80基 準 レベ ルはす べ て320 .7m
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図40掘 立 柱 建 物 趾SB12SB171:80基 準 レベ ル はすべ て320 .7m
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は250cm本 体 建 物 よ り出 て い る 。 深 さ30～55cmで あ る 。

2出 土 遺 物

平安時代の遺物は竪穴住居趾からほとんどが出土 し、他は少ない。ここでは竪穴住居趾 出土遺物を中心

に説明することとする。

A土 器

(1)H32号 住居吐 出土土器(表3図41・42)

黒色土器 ・土 師器 ・灰粕 陶器 ・須恵器 がある。

黒色土器 杯 ・皿があ る。圷は 口径15cmの 大型 品(1)と 、 口径12～13cmの 中型品(2～8)が あ る。形態

は体部が内湾す るタイプの ものであ り、須 恵器杯の ように底部 と体部 の屈曲が シャー プで体部が直線 的な

ものや、底 部径が小 さ く体 部が直線的に外方 に開 き浅 い ものな どはない。底部調 整は判 明す る もの7点 の

うち2点 がヘ ラケズ リ、5点 が ロクロ糸切 り痕 をその まま残 す。

高台付 の杯 は2点(10・11)あ り、10に は底部外面に墨書が ある。 この文字は 「常 」の変形の よ うな文字

で今の ところ判読 できないが、平 成4年 度調査のH17号 住居趾 出土黒色土器杯 の外底面に非常に よ く似た

例があ る(図42・47)

皿(10)は1点 あ り、高台が付 くものである。

土師器 杯 ・甕 ・盤があ る。杯(12・13)は 黒色土器杯 と形態的に等 しい。底部調整は判明する もの2点

ともヘ ラケズ リである。

甕は小 型 品(14)と 中型 品(15～19)が ある。小 型品は平底 で底部外面 をヘ ラケズ リす る。 中型 品は口縁

部が短 くやや受け 口状にな るもので口径23cm前 後 である。胴部内面はハ ケを施す ものが多い。 中型 品の底

と思われ るものに確実な平底 はない。

盤(20)は 脚 の付 くもので、H33号 住居趾 出土例(38)に 形態 ・胎土 ・焼成 ・色調 ともに非常 によ く似 てい

る。

灰粕陶器 椀 ・小壺 がある。21は 口径18,6cmを はか る大型品である。粕 は刷毛塗 りで、胎土は22・23に

比べ粗 い。見込みは顕著 な磨痕 はないが朱墨 らしきものが付着 している。22は21よ り小型品であ る。胎土

は非常 に緻 密で ある。23は 小壺で胎土は22に 等 しい。肩部 の灰粕 は剥げているが も とは全面に施粕 されて

いた ものだろ う。 これ らは猿投窯黒笹90号 窯式期 に比定 され る。

須 恵器 甕があ る。24～26は いずれ も大甕の破片であ る。外面は格子 ないし平行 タタキで、内面 にあて具

痕 が残 る。

(2)H33号 住居吐 出土土器(表3図42)

黒色土器 ・土師器 ・灰粕 陶器'・須恵器が ある。

黒色土器 杯 ・皿が ある。杯 は口径15cmの 大型品(27)と 、口径12～13cmの 中型品が ある。形態は前述 のH

32号 住居趾 例に近似 して いる。底部調整は判明す るもの11点 の うちロク『ロケズ リ2点 、ヘ ラケズ リ6点 、

ロクロ糸切 り痕 を残す もの3点 で、ケズ リの割合が高 い。

皿(34)は1点 のみ であ る。高台が付 く。

土師器 杯 ・甕 ・盤があ る。杯 は1点 のみで、図示 していないが体 部が内湾す るものである。

甕 は3点 と少 な く、35は 中型品、36は 小 型品で、37は 甕 口縁部 として図示 したが、何か の脚の可能性 が

ある。

tea.(38)はほぼ完形に復 元で きた ものである。脚に3か 所 の透 し孔があ り、透 し孔の外周辺にヘ ラケズ リ
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を施 してい る。体部外面下半に一周す るヘ ラケズ リを加 えてい るこ とも特色である。

灰粕陶器 皿 ・蓋が ある。皿(39)は 口径20cmの 大型 品である。胎土はH32号 住居趾21と 同 じく緻 密でな

い 。

蓋(40)は 擬宝珠様 のつ まみ部分 である。胎土は39同 様緻密 ではない。

須恵器 杯 ・瓶 ・壺 があ る。41は 灰 白色軟質の須 恵器 だが 、形態 ・成形手法 ともに黒色土器杯 に等 しい。
グ

42は 瓶 の肩部片で灰緑色の紬 が垂 れている。43は 格子 タタキ をもつ胴部片で、四耳壷 の胴部片 と考 え.られ

る。

(3)SBI1出 土土器(図42)

平安 時代 に比定 され る掘立柱建物趾 の柱穴か らも小 片が少量 出土 して いる。図示 した45はSBllP1出

土 でロ径13.6cmを はか る果色土器杯 で、竪穴住居趾 出土品 と形態が よ く似てい る。

(4)小 結

H32・33号 住居趾 出土土器は、その組成 にお いて、供 膳形 態に 占め る黒色土器の割合が高 く、須 恵器杯

は ごく少量で、土師器 ・灰粕陶器が少量 であるこ と、煮沸器 に土師器 の甕 を用い、須 恵器の大甕 を貯蔵器

としている点で、 これ までの上野遺跡での竪穴住居趾 出土土器 と基本 的に等 しい。

ただ黒色土器杯 の形態や 、底部調整でヘ ラケズ リや ロクロケズ リを加 えるものの比率が高 い点 では 、上

野遺跡内では古 い段 階の10世 紀前半代に位 置づけられる。

B土 製 品 ・石 製 品 ・他(図42・PL16)

ふ い ご羽 ロ(44)・ 鉄 津(PL16・47・48)・ 軽 石(46)が あ る 。 ふ い ご羽 口 はH33号 住 居 趾 よ り1点 出 土 、

口 は 熔 変 し て い る 。 鉄 津 は2点 あ り 、47が28R-2区 出 土 で31.29、48が33S-1区 出 土 で21・79。 軽 石

は34B-15区 出 土 で23.1g。
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図41平 安 時 代 の遺 物11:4
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図42平 安1寺代の遺物21:4
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表3平 安時代竪穴住居趾出土土器一覧表(単 位cm)

※糸切 りはすべ て ロク ロ糸切 り

H32号 住居吐出土土器

器種器形躍 口径 器高 底径
胴径 底 部 調整 ・他 備 考 雀 23 一 一 7.7

1 15.3 4.6 6.6 糸切 り痕残 る 残50% 須 24 一 一 一 格子タタキ 灰色硬質

2 13.1 4.1 4.8 マ メツ不明 残75% 恵 甕 25 一 一 一 平行タタキ 灰緑色自然粕かかる

里
3 13.1 4.3 5.4 11 残70% 器 26 一 一 一 平行タタキ 紫灰色自然粕かかる

'n、

4 12.3 3.9 5.0 糸切 り痕残 る 残75%

5 12.2 3.8 5.3 ヘ ラケ ズ リ 残60% H33号 住居祉出土土器

6 12.6 一 一 器壁うすい 器種器形晒 口径 器高 底径
胴径 底部調整・他 備 考

色

杯
7 一 一 5.2 糸切 り痕残 る 残45% 27 15.2 6.8 5,0 ・ロ クロ ケ ズ リ 残60%

8 一 一 5.4 // 28 12.9 4.1 6.0 糸切 り痕残る 残80%

土
13,0 一 一 29 13.0 3.8 5.9 糸切 り痕残る 残65%,

12.E 一 一 黒 30 12.0 3.8 5.0 マ メツ 不 明 残60%

一 一 5.0 ヘ ラケ ズ リ 31 12,6 4.7 4.0 ヘ ラケ ズ リ 残65%

器

一 一 5.2 糸切 り痕残 る 32 12.1 4.1 4.0 ヘ ラケ ズ リ

10 一 一 一 高台付 墨書あり
色

33 13.6 4.0 5.4 ヘ ラケ ズ リ

11 一 一 一 11 12.6 一 一

皿 9 13.0 一 一 11

杯
14.4 5,0 5.8 マ メツ不 明

12 一 一 5.6 ヘ ラケ ズ リ 13.4 5.4 一 ヘ ラケ ズ リ

圷 13 一 一 5.0 11
土

15.0 一 一

13.0 一 一 一 一 5.2 ヘ ラケズ リ

土
14 一 一 6.2 ヘ ラケ ズ リ 小型甕 一 一 5.0 11

一 一 一 胴下 半
ヘ ラケ ズ リ

11 器 一 一 5.6 ロクロケズ リ

一 一 一 11 一 一 5.3 糸切 り痕残 る

15 23.4 一 24.0 胴内面ハケ 一 一 7.2 高台付

16 22.2 一 一 11 皿 34 12.0 一 一 高台付であろう

師
17 23.8 一 22.4 杯 13.0 一 一

甕
18 23.0 一 21.4 胴内面ハケ

土
35 23.2 一 21.2

19 24.0 一 一 師 甕 36 11.9 一 11.4 小型甕

器
22.2 一 一

器
37 14.6 一 一

脚かもしれない

21.0 一 一 盤 38 27.4 13.5 15.5
脚 に3か 所 の

透 し孔 あ り

24.2 一 一 灰
粕

皿 39 20.6 一 一

22.4 一 一 羅 蓋 40 一 一 一 つまみ部

盤 20 28.0 一 一 胴外面ケズリ 須 杯 41 12.3 3.9 4.7 糸切 り痕残る 灰白色 軟質

灰
粕

21 18.6 6.1 9.0 体 外 面 ロク
ロケ ズ リ 刷毛塗り 恵 瓶 42 一 一 一

緑灰色自然粕かかる

陶
器

椀
22 一 一 一 見込みに磨痕

器
壷 43 一 一 一 格子タタキ 四耳壺か
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第6章 縄文時代 ・中世

1縄 文 時 代

A遺 構(図43)

確 実 に 縄 文 時 代 の 遺 構 に 位 置 づ け ら れ る遺 構 は 検 出 さ れ て い な い が 、 前 の 調 査 報 告 書(小 沼 湯 滝 バ イ パ

ス 関 係 遺 跡 発 掘 調 査 報 告II・1990飯 山 市 教 育 委 員 会)に お い て 、 縄 文 時 代 の 遺 構 と位 置 付 け た 溝 状 土 坑

(『Tピ ッ ト』、 『溝 状 ピ ッ ト』 と も呼 称 さ れ る)が11基 検 出 さ れ て い る 。 こ の 溝 状 土 坑 の 配 列 状 態 は 、 ほ ぼ

主 軸 を 水 平 線 に 、 並 び を最 大 傾 斜 線 に そ っ て 掘 ら れ て い る 。 ま た そ の 配 列 は 一 定 間 隔 で 列 を な し て 並 ぶ と

い う特 徴 を 持 っ て い る 。 今 回 の 調 査 で 検 出 さ れ た11基 の 溝 状 土 坑 は 、3つ の 列 に 分 け る こ とが で き る 。

第1の 列 は 、 先 の 調 査 で 検 出 さ れ た 東 か らMSK8・7・6に 続 く、SK53・54・77・112・113の 列 で

あ る。

第2の 列 は 、MSK11・10に 続 くSK111・110・138・131・132の 列 で あ る 。

第3の 列 は 、MSK12に 続 くSK137で あ る 。 い ず れ の 土 坑 か ら も遺 物 は 検 出 され て い な い 。SK77は

平 安 時 代 の 建 物SB11に 切 ら れ て お り、SK138はH33号 住 居 趾 に よ っ て 切 ら れ て い る 。

(1)第1の 列

SK53・SK54はA-3区 に 位 置 す る 。SK53は290cm×30cmを 測 り、 確 認 面 か ら の 深 さ(以 下 深 さ と

言 う)は100cmで あ る 。SK54は 、280cm×30cm、 深 さ85cmを 測 る 。

SK77は 、S-3区 に 位 置 し 、320cm×30cm、 深 さ100cmで 、SB11に 切 ら れ て い る 。

SK112は 、R-2・3区 に 位 置 し、330cm×30～40cm、 深 さ90cmで あ る 。

SK113は 、Q-2・3区 に 位 置 し 、320cm×30～40cm、 深 さ85cmを 測 る 。

MSK8～SK54は 、3～4mの 間 隔 を も っ て 列 を な し 、SK54とSK77は5.5m、SK77とSK112と

は6mと や や 間 隔 が あ い て い る 。 さ ら に 、SK112か らSK113と は 、4.5mの 間 隔 が あ り、 や や 南 に ず れ

て位 置 し て い る。 見 方 に よ っ て は こ の 一 連 の 列 は 、 掘 り下 げ ら れ た 断 面 に そ れ ぞ れ 共 通 点 が 見 出 さ れ る こ

と と、 わ ず か に そ の 配 置 に ず れ が あ る こ とか ら 、MSK6・7・8と 、SK53・54・77、SK112・113の

3つ の 群 に 分 け る こ と もで き よ う 。

(2)第2の 列

SK111は 、B-14区 に 位 置 す る が 、 調 査 区 外 へ 延 び る た め そ の 規 模 は 不 明 で あ る。 深 さ約75cmで あ る 。

SK110は 、A・T-15区 に ま た が っ て位 置 し 、300cm×30cm、 深 さ95cmを 測 る 。

SK138は 、S-15区 に 位 置 し 、380cm×30cm、 深 さ55cmを 測 る 。

SK131は 、Q-16・15区 に 位 置 し 、300cm×85cm、 深 さ は85cmを 測 る 。

SK132は 、Q-16区 に 位 置 す る が 、 調 査 区 外 に 延 び て い る た め 、 そ の 規 模 は 確 認 で き な い 。SK131と

50cm間 隔 で 隣 接 し て い る 。

こ の 列 は 土 坑 間 隔 が 他 に 比 べ て 長 く、MSK11～10は8,5m、MSK10～SK111は10m、SK111～S

K110は11m、SK110～SK138は 約8m、SK138～SK131は9・5m、SK131～SK132の 間 隔 は50cmで

あ る 。 ま た 、そ の 配 列 は お お よ そ 一 列 に 並 ん で い る もの の 不 揃 い で あ り、第 一 の 列 の よ うに群 別 は で きな い 。

(3)第3の 列

SK137は 、A-10区 に位 置 す る が 、 調 査 区 外 に 延 び て い る た め 、 規 模 は 不 明 で あ る 。
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図43縄 文時代の遺構1:80

またMSK12とSK137は 一連の列 を成す もの と推定 され 、両者の間に1～2基 の溝状 土坑存在す ること

が想像 され るが、調査 区外の ことであるので定か ではない。

B出 土 遺 物

前期 の土・器が34C-12、29A-2、28S-2、33T-20、33T-20に 単 片的 に、 中期 の土器 が33Q-

20区 に1片 出土 している。 また、後期の土・器が34A-13区 に数 片出土 している。

(1)前 期の土器

1は 、底部片である。僅 かに内側 に入 り込みなが ら立 ち上 が りをみせ 、外側は上からヘ ラでナデ下 ろし

て張 り出しを作っている。文様 は、垂直及び斜め に平行沈線 を施 した集合沈線であ る。胎土 には 白砂及び

粒 の粗 い砂が混 じる。焼成は良 く、黄色がかった赤褐 色 を呈 している。前期末におかれる。

2は 、左下が りの斜縄文 があ る大型の深鉢 の体部片で、胎土 に白い砂状 の粒子 を含 んでいるが 、よ く精

製 され た土 を使 い、焼成 もよ く、黄褐 色 を呈 している。わずか に石英が混 じりキ ラキラす る。 内側は使用

一66一



図44縄 文土器13

によ り僅かに摩耗 している。

3は 、右下が りの斜縄文の ある、中型深鉢の体 部片である。石英混 じりの大粒の粒 子のあ る胎土 を使 っ

て作 られてい る。焼成 はよ く赤褐 色 を呈 して いる。ほ とん ど使用 されてお らず 内外 とも摩耗 していない。

4は ・小型の鉢 の小片 と思われ る・左下が りの縄文 に沈線 り区画が見 られ る。 内面のナデ痕 もは っき り

としていて、摩耗 は少 ない。

5は 、結束縄文 が見 られ る。極 めて小片のため確定 しが たいが、深鉢 の体部片 と思われる。 白砂が混 じ

る赤褐 色の土・器片である。

(2)中 期の土器

6は 、半裁竹管 による半隆起線文 を縦 に数本深 く:施し、半隆起線文 の縁に刺突文 の見 られ る深鉢 の体 部

片 である。胎土 には少量の 白砂 と、極小の石英 が混 じりキラつ いている。外側 は赤褐色 を呈 し、内側 はや

や黄味 を帯びる。 中期 前葉 の ものであろ う。

(3)後 期 の土器

7は 、小 型の深鉢の 口縁部分 と底部片である。 出土地点が農 道によって撹乱 されて いたため 、胴体部分

は欠落 している。 口縁は大 き く4つ の波状形 を呈 し、頂部両側 に小 さな切 れ込みがみ られ、富士 山状 を呈

す る。やや下が った ところに2本 の太い沈線を横 に間隔 をあけて引き、 その間 を同 じ太 さの沈線 で、斜め

左下が りに施文 してい る。縄文 は見 られない。胎土には 白砂 を混ぜて いる。内側表面は特 に丁寧 なナデが

施 されている。焼成は良いが、断面が黒 く、表面 は白味 を帯 びた黄褐 色 を呈 してい る。

2中 世

遺構 はないが、銭 貨が黒色土上層か ら2点 出土 してい る(PL16)。

表4銭 貨

銭 名(字 体) 初 鋳 年(西 暦) 時代
法 量

出土地区 備 考
直径 重さ

天禧通寳(真) 天棺年 間(1017～22) 北 宋 2.4cm 2.1g 34B-14 亀裂 文字不鮮明 摩耗

煕寧元寳慎) 神宗煕寧元年(1068) 北 宋 2.5cm 2.4g 34B-12 文字不鮮明 外:輪郭腐食
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第7章 ま と め

過去4回 の調査をとおして、上野遺跡は飯山地方における重要な遺跡の一つであることが確認されてい

る。今回の調査でも旧石器時代、弥生時代、平安時代の貴重な遺構 ・遺物が発見された。以下、簡単に今

回調査の成果について触れてみよう。

旧石器時代についてみれば、3箇 所の礫群が発見された。第1回 の調査以来、これで8箇 所の礫群が発見さ

れたことになる。3箇 所の礫群の中、あるいは地区単独出土の旧石器時代の遺物は総数30点 である。今回の

調査で、新たに礫群や遺物が発見されたことは、本遺跡の他地点にも旧石器時代の遺物が存在す ることを

暗示している。従って、上野丘陵全体に旧石器時代の遺跡が広がっていることは確実であろう。対岸の日

焼遺跡とともに、飯山地方最大の旧石器時代の遺跡 といえよう。

縄文時代では、遺構 としては溝状土坑11基 が発見されただけである。出土遺物も縄文前期、中期、後期

所属の少量の土器破片のみであった。5回 にわたる調査で少量ずつではあるが、縄文時代の土器破片が出

土していることからみて、丘陵のどこかに縄文時代の住居が営まれたものと思われる。

今 回の調査:で最も大きな成果は、弥生時代中期後半のもの と推定できる木棺墓群の発見であろう。約600

m2内に60基 に達する木棺墓 と5基 の土拡墓が発見された。そして、これ等の木棺墓は、竪穴住居趾 と重複

せず、L木棺墓 自体の切 り合いもな く、計画的に配置された状態を示していることから墓域 として設定され

たもの と考えて間違いないであろう。近時調査 した、長峰丘陵上の小泉遺跡群でも90基の木棺墓群が発見

されている。これも弥生中期後半に属するものである。上野遺跡と小泉遺跡群は、常盤平を介しているだ

けで距離的にさほど距っていない。今後、飯山盆地北半に分布する弥生中期遺跡 とどのようなかかわ り合

いの中で、両木棺墓が形成されたものかを究明することが重要な課題 となるであろう。その他の遺構では

掘立柱建物趾5棟 が発見されている。遺物では、弥生中期後半所属の土器が比較的多く出土してお り、資

料的にみてもきわめて良好である。今後、小泉遺跡群出土の弥生中期後半の土器 とともに飯山地方の弥生

中期後半の型式設定の際の重要資料 となるであろう。他に木棺墓内より2個 の管玉が出土している。

平安時代の遺構 としては、竪穴住居趾2軒 と掘立柱建物趾3棟 が発見されている。竪穴住居吐は、1例

が本遺跡に通常認められる小形のものであ り、他の1例 は今 まで発見された住居趾の中では最大の規模 を

有する大形のものである。掘立柱建物趾は、従来発見されているものより大形であり、柱穴も深 くきちん

としている。平安時代集落の中心的存在を示す遺構 と考えてもよいであろう。

以上のように今回の調査 も、過去4回 の調査に劣らぬ成果が得られた。そして、上野遺跡の重要性がま

すます高まったといえよう。

しかしその反面、上野の自然破壊が一段 と進んだことも事実である。破壊を免れた自然を今後どのよう

に保護し、それなりに相応 しい景観をつ くりあげてい くか。そして、調査で得た大きな成果をどのように

地域の活性化 と結合 させてい くのか。考えていかねばならない課題は多い。

末尾ながら、調査にご協力たまわった上野地区の皆さん、直接作業に従事 された作業員の皆さんに心よ

り感謝申上げる次第です。
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PLATE



PL1 上 野 遺 跡

▲ 遺跡航空写真



PL2 上 野 遺 跡

▲ 表土除去後の状況(南 から)

▲ 調 査 状 況(北 か ら)



PL3 上 野 遺 跡

▲ 遺 構 確 認

▲ 遺 構 確 認(木 棺墓の木口痕かみえる)



PL4 上 野 遺 跡

▲ 調 査 区 北 側

▲33区 木 棺 墓 群



PL5 上 野 遺 跡

▲SB11,P1

SB11

▲SB11,P6

< SB12, 13

茄
箪(
楓

ン < SB14



PL6 上 野 遺 跡

SB15,16

▲SB17,P7

SB17

SB18



PL7 上 野 遺 跡

<H32住 表面確認、

▲H32住 カマ ド

<H32住 調査状況

< H32住 完掘状態



PL8 上 野 遺 跡

< H33住

< H33住 土器 出土状況

< H33住 実測



PL9 上 野 遺 跡

< 6号 礫群

< 7号 礫群

< 8号 礫群



PL10 上 野 遺 跡

▲ 土 層 調 査(テ フラ層下面) ▲ 土 層 調 査

<SK55土 器出土状 況

▲ 銭貨出土状況

'
<SK56土 器出土状況



PL11 上 野 遺 跡

< SK58 土器出土状況

< S

μ

63土 器 出土状況

帆

<

▲SK57

SK67土 器 出土状 況

▼T-18



PL12 上 野 遺 跡

▲ SK125管 玉 出土状況

( SK125木 口 痕

( SK71土 層

SK112 SK113 SK110 SK137



PL13 上 野 遺 跡

▲ 旧石器 ・縄文時代の土器(番 号は挿図の番号 と同 じ)



PL14 上 野 遺 跡

▲ 弥生時代の土器



PL15 上 野 遺 跡

▲ 弥生時代土器 ・管玉



PL16 上 野 遺 跡

▲ 平安 時代の土器 ・陶器 ・土製品 ・鉄津 ・軽石 銭貨
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